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情報処理教育指導者育成指針

総 論(利 用の手引き)





は じめ に

わが国においては,情 報化の進展に伴 い,ソ フ トウェア需要が急速 に高 まっ

てお ります。 これに対処するためには ソフ トウェア技術者の質的量 的拡充 とソ

フ トウ ェア開発技術の高度化が重要な課題 となっています。今後,予 測 され る

ソフ トウェア人材 の不足の一部 は解消 され ると見込 まれる ものの,特 に システ

ム ・エ ンジニア(SE)の 不足を解 消す ることは至難であ ります。 この ため,SE

の育成が,今 後我が国が健全 な情 報化社会を構築 して いく上での大 きな課題 と

な ってお ります。

SEの 育成 に関 しては,彼 らを教育指導す る情報処理教育指導者の育成確保が

先決であ ります。 しか し,現 状では コンピュータ ・メーカや大手の ソフ トウェ

ア ・メーカ,お よび限 られ た情報処理教育機関に しかSE育 成向 きの情報処理教

育指導 者は確保 されてお りません。 したが って,SEの 教育指導がで きる情報処
●

理教育 指導者の育成確保 の体制の整備確率が急がれてお ります。

本育成指針は,情 報処理教育指導者 と しての職務 ・役割を明確 に し,本 育成

指針に もとついて,企 業 内で 自社 の情報処理技術者を対象に,SE向 けの教育を

企画 し,実 施で きるために,必 要 な知識 ・技術を体系化す るとともに,そ れ ら

の習得方法,指 導方法等 についてのガイ ドラインを併せて明示 した ものであ り

ます。 なお,本 育成指針 は,

(0)総 論(育 成指針利用の手 引)

(1)各 論(教 授法)テ キス ト

(2)〃(コ ミュニ ケーシ ョン技法)テ キス ト

(3)〃(問 題発見 ・解決技法)〃

(4)"(ソ フ トウ ェア開発技術)"

(5)〃(プ ロジェク ト管理)〃

か ら構成 されてお ります。 また,そ れぞれに標準 カ リキュラム,指 導上の ポイ

ン トを装備 してお り,企 業内教育です ぐに使用で きるように工夫 してお ります。

本育成指針が,関 係各方面に広 く利用 され,わ が国の情報処理技術者 の育成

に寄与で きることを心か ら念願 す るものであります。



終 りに本育成指針の作成に当って容易ならぬご尽力,ご 協力を賜わった,情

報処理教育指導者育成指針作成委員会の委員各位に心か ら感謝の意を表 します。

(財)日 本情報処理開発協会

中央情報教育研究所
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1.情 報処理教育指 導者 を取 り巻 く環境

1.1情 報処理教育指導者 を取 り巻 く環境

今や一般企業での情報化 は,経 営活動のイ ンフラス トラクチ ャとして ネ ッ ト

ワークやデー タベー スを組み込み,顧 客ニ ーズを迅速 ・的確 に把握 して,そ の

情報を有効活用す る方向で,目 覚 ましい発展 を見せている。

企業環境 の激 しい変化 に即応 して情報 システムの役割も変化 ・拡大 して きて

いる。 こうした中で,経 営戦略の視点か ら新 しい情報 システ ムを駆使す る こと

がで きる人材の育成確保が急務 とな って いる。 また,通 信ネ ッ トワー クが企業

間や業種間へ と拡大す るにつれて,個 々の企業 レベ ルを越えて ネ ッ トワー ク ・

システムを経営管理 し,そ の構築指導 に当た る人材 を求あ られ るよ うにな って

きている。

一般企業に とっての当面の課題 は,経 営 に直結 した情報イ ンフラの整備 とこ

れを戦略的に活用 しうる人材の育成である。特 に,経 営戦略上のニ ーズの分析

を戦略的な情報 システムの企画 ・提案か ら設計開発等,情 報 システムの上流工

程の業務が こなせ る高度情報処理技術者(SE的 人材)を 育成 して い くことが

不可欠 になっている。 また,企 業内での一般ユ ーザの情報 リテ ラシーをいかに

して高めて い くか もポイ ン トにな っている。

一方
,情 報サー ビス産業は,21世 紀に向けての情 報化を推進 する中核を担 う

立場にある。顧客ニ ーズの多様化 ・高度化に適応 しっ 、,か っ積極的 な新事業

分野の開発 によ って顧客 に高度な情報 システムや優れたサー ビスを提案 して い

く必要 に迫 られている。

前述 したように一般企業での情報 システムは,高 度化 ・大規模化 し,ま た複

数企業や異業種間にまたが るよ うになって きている。 こうな ると,個 別企業が

自社の システム構築 することは難 しい。そ こで,こ のような大規模 システムを

一括 して請負 うシステム ・インテ グレー ション ・サー ビスへのニ ーズが 高ま っ

ている。 また,シ ステム ・コンサルテ ィング機能,ア プ リケー ション ・パ ッケ

ー ジや システム ・パ ッケー ジ,あ るいはネ ッ トワー ク化やデ一 夕ベ ーろ化等 の

一1一



高度技術へのニ ーズ も増大 している。 このような高度で多様 なニーズに対応で

きる高度情報処理技術者の育成確保が情報サ ービス産 業での急務 になっている。

(1)2000年 に向けての三つの指標

現在,通 商産業省や文部省が中心 になって進めている人材育成 の諸施策 は,

21世 紀 に的を合わせているといってよい。21世 紀において情報産業が我が国の

リーデ ィング ・イ ンダス トリーにな らなければ,日 本 の国その もの 、存続に影

響を及ぼ しかねないとい う共通 した認識があるか らだ。

33.1

30

20

10

/14・5

198419901995

① 一－GNPに 占める情報産業の生産額の割合

② 一….全 設備投 資に占める情報化投資の割合

/

20.7

2000

図1-1 2000年 に向けての三 つの指標一情報産業が リーデ ィング ・

イ ンダス トリにな るための条件
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情報産業が我が国の リーデ ィング ・イ ンダス トリになるための前提 として三

つの指標が掲げ られてい る(図1-1)。 第一が,GNP(国 民総生産)に 占

める情報産業の生産額を,2000年 までに20.7%に 高めることである。 これ は,

金額 に換算す ると約140兆 円に相当する。これだけの金額を情報産業で確保す る

ことを 目標 に している。 ちなみに実績ベースで1984年 が6.4%で あ ったが,こ れ

を2000年 には20.7%ま で に高めてい くことが第一の指標である。

第二の指標 は,全 設備投資に しめる情報化投資の割合を,2000年 まで に33.1%

に高めることであ る。っ まり,全 設備投資の3分 の1を 情報化投 資に差向けな

いと,第 一の指標であるGNPに 占める情報産業の生産額20.7%を 創 出す るこ

とはで きないとの認識で ある。 この情報化投 資を 引 き出す有力な手段の1つ が,

システム ・インテ グ レー ション ・サー ビスで ある。 中小企業や各種団体等のよ

うな情報処理技術者をか 、えることので きない素人集団で も安心て し情報化 に

投資で きるためには,一 括請負で任せ られる企業が存在す る必要があ る。それ

だけに,通 商産業省が システム ・インテグ レー シ ョンに関する各種の施策に取

り組み,シ ステム ・インテグ レーシ ョン ・サー ビスが提供で きる企業集団の育

成に意を払 って いるのである。

第三の指標 は,上 述の 目標を達成す るために は,情 報サービス産業が2000年

まで平均17%の 伸 びを維持 しなければな らない とい うことである。実際には,

ここ数年20%を 超え る上昇率で推移 している。 と もあれ,2000年 まで17%を 維

持す るためには,1984年 に3.4兆 円で あった情報サ ー ビス産業の売上高を,2000

年には34兆 円まで高めよ うということである。っ まり,情 報産業の総生産額140

兆円の うちの34兆 円は,情 報サー ビス産業で確保す る必要がある。これだけの価

値あ る産業 として成長 してい くための最大の要件 は,情 報処理技術者の量 と質

の確保であ る。 とりわけ,質 の高い人材 を育成確保 してい くことが必要である。

以上の三つの指標を大 きな柱 として,高 度情報社会の促進が図 られている。

(2)一 般企業 における情報処理技術者育成

一般企業での情報処理技術者育成の焦点 は,SE的 人材の育成 に絞 られて き

てい る。その主 な理 由と しては,①SEが 絶対的 に不足 していること,② ブ ロ
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グラム開発業務や運用業務の外注化の進展 によ って情報 システム要員の過半数

をSE的 人材 として育成せ ざるを得ないこと,③ 戦略的情報 システム(Strati-

gicInformationSystem:SIS)の 構築 によ る情報 システ ム部門の役割変化に

応えるためには高度 なSE的 人材が不可欠 にな って きて いること,な どが考え

られる1

一 口にSEと い って も,そ の職務内容 は極めて多様化 してい る。それだけに,

護れ もが納得で きる共通性のあ るSEの 定義がで きないのが現状であ る。 そこ

で,あ えて"SE的 人材"と った表現を している場合 もある。 ともあれ,育 成

の中心で あったアプ リケー ションSE以 外 に次のようなSEの 育成が必要にな

って きて いる。

① ユーザ部門や関連企業に対 して システ ム化や技術者面での助言 ・指導等がで

きるコンサルテ ィングSE

②大規模 プログラ ミングのマネ ジメ ン トがで きるマネ ジ リヤルSE

③情報化戦略やSISの 企画立案や提案がで きるス トラテ ィジ ックSE

④理論的な基礎 に立脚 した工学 としての ソフ トウェア技術 を身につけた ソフ ト

ウェア ・エ ンジニア

以上 のようなさまざまな タイプのSEの 育成を企業内情報処理教育だ けで充

足す ることは当然不可能で ある。 したが って,現 状で は大半の企業が外部の教

育 コースに依存す るか,あ るいはOJTだ けです ませて いる。 しか し,企 業ニ

ーズに合 った内容で効果的 ・効率的なSE育 成 を行 うたあには,可 能なかぎり

自前の教育で充足す る必要がある。そのため には,企 業内でSE育 成のための

教育 コースを企画立案 し,そ の実施を担 当す ることので きる情報処理教育指導

者を養成 ・確保す ることが先決 となる。

(3)情 報サー ビス産業 における情報処理技術者育成

情報サー ビス産業界 は,こ れまで は労働集約型産業の傾 向が強か った。 しか

し,21世 紀 に向けて健全な企業 として行 き残 り,成 長発展 して い くためには,

その体質を大 き く転換す る必要に迫 られている。っ まり,労 働集約型産業か ら

知識集約型ない しは高付加価値産業へ と脱皮す る必要があ る。量での勝負か ら,
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高い付加価値を創出す る質での勝負 に転換す ることである。そのためには,前

述 したように,シ ステム ・コンサルテ ィング機能 や システム ・イ ンテ グ レーシ

ョン機能の強化,ア プ リケー ションや システムのパ ッケー ジ化 およびネ ッ トワ

ー ク化やデータベース ・サー ビス化等の技術の高度を図 ってい くことが重要 に

なる。 また,金 融業務や流通業務等の業務や業種への特化,CAD/CAM,CAI,AI等

専 門分野への特化 を図 る方 向 もある。 このよ うな技術の高度化や専門化 ・特化

に対応するためには,そ れにふ さわ しい高度な情報処理技術者(SE的 人材)

の育成が不可欠になる。

高度情報処理技術者は,一 朝一夕 には育成で きない。また,あ らゆ るタイプ

のSE的 人材を育成確保することも至難であ る。各々の情報サー ビス産業会社

における具体的な経営戦略に沿 って,そ の戦略実現 にふさわ しい人材に 目的を

絞 って育成す る必要があ る。そのためには,経 営戦略を具体化 し,高 付加価値

企業 と して同業他者 よりも一味 も二味 も異な った個性 ある戦略的経営を 目指す

ことが前提にな る。人事研修部門は,具 体化 された経 営戦略を受 けて,人 材育

成戦略を策定す る必要がある。経営戦略実現のためには,い かなるSEタ イプ

の いかなる能力を もった人材を,何 のために,い かな る方法で,い っまで に,

い くら投資 して,何 人育成す る必要があるかを明確 にすることで ある。つま り,

4W3Hの 具体化が人材育成戦略 の要である。

以上のような人材育成戦略を前提 に して,し っか りした人材育成計画(キ ャ

リア ・パスや ジ ョブ ・ローテーシ ョン ・ルー ト等)や 教育体系を策定す る必要

が ある。 こうした面では,情 報サー ビス産業で は,一 般企業よ りも遅れている

と指摘せざるを得 ない。企業規模 の大小を問わず,人 事研修部門 を強化 してい

く必要 がある。優秀な スタッフを配置 し,最 優先 して高度情報処理技術者の育

成確保 に本格的に取 り組 む時期に きて いる。情報処理教育指導者 は,パ ー ト的

な指導者で はな く,専 任でSE的 人材の育成指導に当たることので きるよ うな

環境的配慮が望 まれ る。

(4)SE的 人材の能力開発 にふ さわ しい教育技法の工夫

SE的 人材には技術力以外に各種の一般的能 力が要求され る。 今後のSE的
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人材 に共通 して必要になる能力 ・資質 として は,コ ミュニケーション能力 ・柔

軟性 ・弾力性 ある思考力 ・発想 力,ニ ーズへの感知 力 ・コンサルティング能 力

が上位 にきている。また,視 野の広 さや経営的視点,企 画力 ・総合力など も大

切である。

これ らの能力 は,知 識の蓄積型ない しは注入型の教育で鍛え ることは到底不

可能であ る。我が国での伝統 的な教育方法であ るテ ィーチ ング/ラ ーニ ング型

の教育(講 師は一方的に教え,受 講者は唯 ひたす らに覚える とい った知識の蓄

積型教育)は,能 力開発 には全 く通用 しない。能力開発研修で は,知 識を教え

込むので はな く,潜 在 的に もっている能 力を引 き出す技法を駆使する必要が あ

る。つま り,潜 在的能 力を顕在化 させ ることが能力開発であ る。そのためには,

受講者 自らが物事を掘 りさげて考え,物 事 の本質や真の原因に気づ くよ うに仕

向けることが必要 にな る。 したが って,役 割演技法(ロ ール ・プ レイ ング法),

や各種の討議法,事 例研究法(ケ ース ・スタデ ィ法)等 の技法をふんだん に取

り入れた研修を展開す ることが重要 になる。前述 のような研修技法を適用す る

だけでな く,SE的 人材の能 力開発にふ さわ しい新 しい技法を工夫 し,適 用 し

てい くことが,今 後のSE的 人材育成 の重要課題 の1つ で もある。

SE的 人材の育成指導に当たる情報処理教育指導者 は,単 に効果的な講義法

に精通 し,教 え る内容の専門家であ るだけで は通用 しない。受講者の能力を引

き出す ためのあの手 この手に熟知 してい ることも極めて重要 になるのであ る。

1.2情 報処 理 教育 指 導者 の職 務

情報処理教育指導者の職務は,以 下の5項 目に大別することができる。

①人材育成戦略の策定

②SE的 人材の標準的育成体系の確立

③教育実施計画の立案と教育コースの開発

④教育実施の担当と実施クラスの評価

⑤事務局としての役割(教 育実施期間中受講者をマネジメン トするクラス

・マネジャーの役割)
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以上 の職務 の基本的枠組 を示 したのが図1-2で ある。 この図 は,情 報サー

ビス産 業会社 を想定 した ものである。ただ し,一 般企業の情報 システム部門の

場合だ と,「21世 紀 にむけての経営戦略,事 業 目標の具体化」の個所を 「21世

紀 にむけての我が社の情報化戦略の具体化 」と読 み変えれば,一 般企業に も通

じる。 「標準的育成体系の確立」以降 は全 く共通である。

労働集約産業から高付加価値産業への脱皮

多様な情報化ニー
ズへの対応

新規事業の開拓

21世紀に向けての経営戦略,事 業

目標の具体化

自 社 の オ リジ ナ ル なSE像

人 材 育 成 戦 略 の 策 定

専門化 ・時化の追求

高度な技術サー ビス
の追求

現有の人材の在庫

経営戦略,事 業目標
達成に必要な人材確

保

標 準 的 キ ャ リ ア ・パ ス の 設 定

キャリア ・レベルごとの 「標準職

務基準書」の明確化

キャリア ・レベルごとの要求知識
技術水準,要 求能力水準の具体化

教育実施計画の立案と教育 コース
の開発

事務局としての役

教 育 実 施 と 評 価 割(ク ラス ・
マネジャー)

図1-2情 報処理教育指導者の職務の基本的パ ラダイム
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広義の意 味での情報処理教育指導者の職務 は,上 述 の①～⑤の全てになる。

しか し,情 報処理教育プ ランの専任者が別 に任命 され ている場合には,③ ～⑤

が主務 になり,① と② に関 しては補助的役割を果たす ことにな る。狭義の意味

での情報処理教育指導者の役割 は,③ ～⑤ に限定 され る。 なお,教 育 コースの

担当の大半は外部講 師に依存す る場合だ と,事 務局の役割が中心 になる。

(1)人 材育成戦 略の策定

これに関 して は,L1の(3)で 概観 したよ うに,具 体的な経営戦略を受 けて,

その戦略実現 にふ さわ しい4W5Hを 明確 にす ることである。人事部門 に しっ

か りと した企画 スタッフが配置 されていれば,彼 との強力な協 力で策定す るこ

とになる。一般 企業の情報 システ ム部門だ と情報化戦略の実現 に十分寄与す る

よ うな人材育成戦略 を策定す る。

1

(2)SE的 人材の標準的育成体系 の確立

人材育成戦略の策定時点で どのよ うな タイプのSEを 育成すべきかのイメー

ジは描かれてい る。 しか し,そ れはまだ具体的な姿 と して明確 に しきれて はい

ない。そ こで,SEタ イプの イメージにもとつ いて,自 社で育成確保すべ きSE

像 とSEタ イプを具体化するご 自社で確保すべ きSEタ イプが絞 り込 めれば,

それぞれの タイプのSEを 育成すべ き経路,つ ま りキ ャ リア ・パ スを設定す る

ことが可能 にな る。標準的キ ャリア ・パ スでは,単 な る職種経路を明示す るだ

けでな く,そ れぞれの職種(お よびSEタ イプ)の 中での育成 レベル(キ ャリ

ア ・レベル)を 明確 にす ることが重要であ る。育成 という観点か らす ると,初

級,中 級,上 級 といった育成 レベルが明確 にされていないと,キ ャ リア ・パ ス

の効用は余 り期待で きないか らであ る。

標準的なキ ャリア ・パ スが設定 されると,次 はキ ャリア ・レベルごとの 「標

準職務基準書」を作成す る。 キ ャリア ・レベル ごとに担当す る職務範囲や深 さ

が異なるので,こ れ を基準書の中でで きるだけ明確 に してい くことが肝要で あ

る。キ ャ リア ・レベ ルごとの職務内容が 「標準職務基準書 」で具体化 され ると,

キ ャリア ・レベル ごとに職務 を遂行するために必要 とな る知識 ・技術の水準や
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能力水準が見通 せ るようになる。そ こで,キ ャリア ・レベルごとの要求知識 ・

技術水準 と要求能 力水準を具体化す る。

以上 の 「標準 キ ャ リア ・パス」,「 標準職務基準書」,「 要求知識 ・技術水

準 と要求能力水準 」を念頭に,い かなる教育 コースやOJTを どの時点で実施

すべ きかを慎重に検討 し,「 教育訓練体系」にまとめ上げ る。以上が,SE的

人材の標準的育成体系の確立の手順で ある。

㈲ 教育実施計画の立案 と教育 コー スの開発

この職務 は,「 教育実施計画の立案 」と 「コースの開発」の2局 面があ る。

両者は明確に区分で きないほど密接 に関連 している。 ここで は,便 宜上2っ の

段階に区分 して,職 務内容を概観する ことにす る。

(a)教 育実施計画の立案

教育実施計画の立案にさい して は,以 下 に示す6W3Hを 念頭に十分かつ慎

重に検討す ることが肝要である。

①WHY(な ぜ):教 育 コースを なぜ新設 し,実 施す る必要があ るかその目的 と

ニーズを確認す る。 この場合,企 業側の 目的 ・ニーズ(組 織へのお役立 ちと

現場へのお役立 ち)と 受講者側の 目的 ・ニ ーズ(受 講者へのお役立 ち)の 双

方を勘案 して検討す る必要が ある。

②WHOM(だ れに):受 講対象者を明 らかにす る。いかなるSEタ イプの人材で,

いかなるキ ャリア ・レベルおよび実務経験の人を対象にす るかを明確 にす る。

③WHAT(な にが):コ ース学習 目標を具体化す る。なにを教え るかではな く,

コース修了時に受講者がなにがで きるよ うになるかをまず具体化す る。 コー

ス学習 目標は,受 講者が,な にを,ど のよ うな方法で,ど の程度(な い しは

どの範囲),で きるよ うになるかを行動 と して記述することが大切である。

こ 、で具体化 した コース学習 目標 に もとついて,コ ース開発段階で カ リキ

ュラムが作成 され る。なお,コ ース学 習目標が定 まった ら,こ の時点で,お

、まか な教育テーマ(ト ピック)を 洗出 してお き,④ 以降の検討の さいの手

がか りにす る。
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④ 洲0(だ れが):担 当講師の選択。情報処理教育指導者 自らが担 当す るのか,

別の講 師を社内の人材か ら調達す るのか,あ るいは外部講師に依頼す るのか

を教育 テーマ ごとに検討 し,決 定す る。

⑤HOW(ど のよ うに):教 育技法の検討。 ここでは,③ で具体化 した コース学

習 目標 を達成す るたあの効果的技法を選択す る必要が ある。教育技法 と して

は,聴 かせる技法,見 せ る技法,書 かせ る技法,読 ませ る技法,考 え させ る

技法,考 え合 う技法,体 験させ る技法などが ある。 これ らの技法 を上手に組

合せて,相 乗効果を高 める必要が ある。SE的 人材の能力開発において は,

考え させる技法,考 え合 う技法,書 かせ る技法,体 験させ る技法な どを駆使

する必要があ る。なお,個 別学 習やマルチメデ ィア教育の技法 も合わせて検

討す る必要が ある。

⑥WHEN(い つ):実 施時期 と期 間の検討。実施時期 は,現 場の実情を十分考慮

して,受 講対 象者が出席 しやすい時期 にす る。教育 コースは,特 別 な コース

を除いて,原 則的には5日 以内にす る。1週 間以上の コースにな ると,現 場

の多忙 さのたあ受講が きわめてむず か しくな る。なお,受 講計画を立てやす

くす るためには,年 間計画 として教育案 内や手 引きに システ ム的 に組み込 む

ことが必要である。

⑦WHERE(ど こで):教 育実施場所の設定。言 うまで もな く,教 育効果 をたか

めるのにふ さわ しい学 習環境を選択す る必要があ る。また,受 講者 に とって

出席 しやす い場所 を確保す るとった配慮 も大切である。なお,合 宿 コー スに

すべきかど うか も併せて検討す る必要が ある。

⑧HOWMANY(ど の くらい):② での検討 を念頭 に,受 講対象人数 を推定す る。

これによって,年 間の コー ス開催回数の決定がで きる。

⑨HOWMUCH(い くらで):① か ら⑧ までの検討が終わると,最 後 に 「費用(予

算)は どれだけになるか 」を見積 る必要があ る。費用の見積 りには,コ ース

開発費用 とコース運営費用の双方 を見込む必要がある。

以上の6W3Hを 「教育実施計画案 」 として取 りまとめて,提 案を行い,関

係者によるレビュー と承認 を受 けた うえで,次 の コース開発 に着手す る。
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(b)教 育 コー スの開発

教育 コースの開発で は,表1-1の 「コース開発 の段階 」で示 しているよ う

な作業を行 う。

表1-1教 育指導者の活動 内容一教育実施計画 ・開発段階

教 育 実 施 計 画 段 階

① 教育ニ ーズの発掘 と分析

一情報産業 界の動向や情報処理技術の動向の分析

一行政官庁の諸施策の動 向の分析

一白企業の経営戦略やニーズの分析

一同業他社の経営動向や教育事例 の分析

一教育対象者の動向や教育ニーズの分析

一問題領域や教育ニーズの発掘 ・整理

－SE的 人材 の教育 目標や学習 目標の設定

②教育実施 コースの企画立案

一基本体系の見直 しない しは新規 コースの位置づけ

一提供 コースの見直 し
,ま たは新規の設定

一コースごとの提供方法,開 催時期 などの決定

③ 関係者による レビューと承認
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コ ス 開 発 の 段 階

① コース関連情報の収集 と技術的知識へ の精通

②学習 目標の確認 とカ リキ ュラムの作成

一コース学習 目標の確認 と下位学習 目標の設定

一下位学習 目標の分析 と トピックの選定

一 トピックの分析 と詳細項 目の決定

一展開順序(指 導順序)の 決定

一教育技法(指 導方法)の 選定

一時間配分の決定

一関係者によるカ リキュラムの レビューと承認

③話 しの組立て(展 開順序)に 関す る配慮

一分かりやすい説明順序(身 じか な ものか ら未知の ものへ
,簡 単 な もの

か ら複雑な ものへ等)

一強調点
,重 要点の明確化

一専門用語
,略 語,特 殊用語 の定義

一簡潔性
,分 か りやす さへの配慮

一具体例
,身 近 な例の選択

④配付教材,テ キ ス トの作成

一体裁の決定

一内容構成の検討

一文章
,図 や イラス トの作成

一関係者による レビューと修正

⑤視聴覚教材の作成

一メデ ィアの選定

一視覚化
,イ ラス ト化すべ き もの 、決定

一原図の作成

一関係者による レビュー と修正

⑥ リハーサル,パ イロ ッ ト・コース(テ ス ト・コース)の 実施
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まず,コ ース開発に先立 って,該 当 コースに関連す る情報 を収集 し,教 え る

べ き内容(技 術的知識)に 精通 してお く必要がある。その後で,コ ー ス ・カ リ

キュラムの作成に着手す る。 コー ス ・カ リキュラムの作成に際 しては,教 育実

施計画段階で具体化 した コース学習 目標を原点に,次 の手順で行 う。

① コース学習 目標を確認 した後,コ ース学習 目標を詳細に分析 し,そ れを支え

る下位の学習 目標 を摘出す る。

② それ ぞれの下位学習 目標を達成す るために必 要となる トピック(中 項 目や小

項 目:書 物の場合の章や節に相 当)を 選定する。 さらに トピックを分析 して

詳細項 目(書 物 の項に相当)に ブ レークダウンす る。

③ トピックを念頭 に展開順序(指 導順序)を 決定す る。展開順序 の決定 にさい

して は,表1-1の 「コース開発の段 階」の③で示 しているよ うな配慮をす

る必要が ある。

④ トピックごとに教育技法(指 導方法)を 決定す る。 こ 、で は,指 導者が行 う

べ きことと受講者 にや らせ るべ きことの双方 を明 らかにす る。

⑤教育技法が決定す ると,ト ピックごとの時間の配分を決定す る。 これで,一

応 コース ・カ リキュラムが完成す る。

⑥完成 した コース ・カ リキ ュラムを関係者 に レビュー して もらい,承 認を得 る。

コー ス ・カ リキ ュラムの レビューと承認を受 けてか ら,そ の カ リキ ュラムに

そって,配 付教材やテキス ト,視 聴覚教材の作成 に着手する。それ ぞれが完成

したら,関 係者 による レビュー と修正を行い,教 材の品質を確保す る。

配付教材,テ キス トおよび視聴覚教材等すべてが出来上が った ら,で きるだ

けパイ ロ ッ ト・コース(テ ス ト・コース)を 実施す る。それが無理 な場合 には,

リハーサルを行 う。

以上 みて きたよ うに,教 育実施計画 ・コース開発段階では,要 所要所での レ

ビューによる開発 コースへの品質の組み込みが大切であ る。 これを要約 したの

が図1-3で ある。
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コースの実施計画(受 講対象,期 間,学 習 目標 ,開 発費用
,受 講人数予測な ど)の 策定

↓

局 面1:承 認 レ ビュー

コース開発 と提供 を組織 として認証す るかどうかの レビ

↓

カ リキ ュラムの作成作業

↓

カリキュラム内容の妥当性評価と問題点指摘

↓

教材(配 付教材および視聴覚教材)の 作成

↓

局 面3:教 材 レ ビュー

作成教材の妥 当性,品 質の レビュー と改善点の指摘

↓

テ ス ト・コー ス(ま た は リハ ーサ ル)の 実施

↓

局 面4:最 終 レ ビュー

テス ト・コース(ま たは リハ ーサル)の 実施結果の評価
と一般公開の可否 の判定

図1-3開 発 コースの品質保証活動

まず,「 教育実施計画案」(コ ー スの実施計画案)が 完成 した ら,承 認 レビ

ューを受 ける。 コースの開発 と提供 の承認が得 られた ら,カ リキュラム作成作

業に着手す る。 カ リキュラムが 出来あが った ら,そ こでカ リキ ュラム ・レビュ

ーを受 け
,改 善すべき点があれば改訂す る。 カ リキ ュラムの完成承認を得て は
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じめて教材 の作成 に着手す る。教材が完成す ると,や はり教 材 レビューを受 け,

指摘された改善点や改善内容を修正 し,高 品質で高信頼の教材 として完成す る。

さ らに,パ イロ ッ ト・コー ス(な い しは リハ ーサル)を 実施 した後で,最 終 レ

ビューと改善を行い,本 番実施 にのぞむ。 このよ うに して,開 発 コースへの品

質の作 り込みを行い,コ ー ス品質を保証 して い くことが大事である。

(4)教 育実施の担当 と実施 クラスの評価

教育実施段階および評価段階での職務 内容 とそれ ぞれの配慮点 とを要約 した

のが表1-2で ある。

表1-2教 育指導者 の活動 内容一教育実施 ・評価段階

教 育 実 施 段 階

①教室 の事前点検

一視聴覚機器の点検

一配付教材 ・資料の準備

一照 明
,音 響,冷 暖房 などの点検

一机 の配置 と点検

一その他の教材
,教 具の点検

②効果的な講義の実施

一効果的な話 し方(速 さ
,大 きさ,高 さ,〈 間 〉の取 り方,声 の質,発

音等

一視線

一動作
,ジ ェスチ ャの生か し方

一癖の回避

一気品 と威厳

一環境 に対す る配慮

③論理の展開

一わか りやすい説明

一具体性のある説明

一重要点 ・強調点を浮彫 りに した説 明
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一簡潔
,明 解な説 明

一正確な説明

④教育技法

一講義 法 一実演法

一実習 ・演習法 一役割演技法(ロ ール ・プ レイ)

一問題解決法 一討議法

一事例研究法

⑤視聴覚機器 ・メデ ィアの使 い方

一機 器の配置と動 き 一ポイ ンタの有効活用

一タイ ミングよ い提示 一使用過多への配慮

⑥学 習制御

一動機づけと巻 き込み

一雰囲気作 り

一臨機応変 さ

⑦反応把握 と確認

一発問方法の工夫

一質問や意見の効果的処理

一雰囲気づ くりと考え させる技法

一反応把握の技法

⑧心構え

一白信 一謙虚 さと思いや り

一熱意 と誠意 一身だ しなみ

一創意 と工夫 一正 しい姿勢

= 7

教 育 評 価i段 階

①評価の対象

一学習者

一指導者自身

一使 用教 材

一カ リキ ュ ラム
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②評価の方 法

一演習や実習などの成果物

一テス トの結果

一ア ンケー トおよび受講者 の感想文

一授業中の観察

一個人面接や座談会

一追跡調査(受 講者
,上 司に対す るア ンケー ト調査や面接調査)

③改善 のための評価体制

一上 司や同僚 によ る授業参観 による評価制度

一初回担当 コースに関す る リハ ーサル制度

一コース開発段階での レビュー ・ミーテ ィング制度

－VTRに よる再生視聴制度

一他の指導者の授業参観制度

(a)教 育実施段 階

教育 コースの担 当は,教 室 の事前点検か ら始まる。事前 に十分な点検 を して

お くことが,教 育 コースを円滑 に開始す ることにつながる。

コース担 当にさい して は,効 果的な講義を実施す ることが何よ り も重要で あ

る ことは今更指摘す る必要 もないほどの自明の ことで あろ う。その さいの重要

な配慮点は②で列挙 してい る通 りである。効果的な講義を支え る重要 な決手が

論理の展開である。③に列挙 したよ うな説明の工夫が欠かせない。

情報処理教育指導者 は,講 義を行 うだ けではない。時には,実 演 してみせた

り,受 講者 にや らせてみる ことが重要である。特に,実 習 ・演 習や討議法,事

例研究法や役割演技法でや らせ る場合の指導者 と しての役割 は大切で ある。

コース開発段階でいかに秀れた視聴覚教材が作成 されていた として も,コ ー

ス実施段階でその使 い方を誤れば,元 も子 もな くなって しまう。かえ って逆効

果を生んで しま うことさえあ る。それだけに,効 果的な視聴覚 メデ ィアや教材

の使 い方をすることに意を払 う必要がある。

さらに,コ ースの担 当者 には学習制御 という責任が与え られて いる。学 習者
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を上手に巻 き込み,動 機づ けや意識づ けを して行 くことが大切である。また,

学習者を効果的に巻 き込むためには発問の工夫 も必要 になる。一方で は,受 講

者の質問や意見を上手 に処理す ることも指導者 に欠かせない技法で ある。

(b)教 育評価段 階

1回 の クラスを実施 したあとでの教育評価 とコースの改善 および フォロー始

動 も教育指導者に とって欠かせ ない作業であ る。 コースの企画 ・開発段階 にコ

ース品質の作 り込みにいかに注 力 した として も,い ざコースを開催 し,実 施 し

てみると思わぬ問題点や不具合いが発生 するのが常であ る。 したが って,1回

1回 の クラスを実施 したあとで厳 しく結果を評価 し,次 回に向 けての改善のフ

ィー ドバ ックをす る必要が ある。また,受 講者や現場への フォローのための フ

ィー ドバ ックも忘れて はな らない。

教育評価 は,学 習者だけを対象 に した評価に留 まったのでは片手落ちで ある。

学習者の反応や学 習効果を評価 した結果,何 らかの問題点や不具合 いな点が判

明 したとすれば,そ の原因を追求す る必要が ある。教育指導者 自身に問題 はな

か ったのか,カ リキ ュラムや教材に起因 した問題ではないのか,学 習環境は妥

当であ ったのか等評価の対象範囲を拡げて原因の究明をす ることである。その

結果,本 当の原因 とみな され るべ きものが特定で きた ら,そ の点か ら改善 に着

手することであ る。

表1-2で は,評 価の方法や改善のための評価体制に関 して も列挙 しておい

たので参考 に してほ してい。

㈲ 事務局 としての役割

事務局 と しての職務は,教 育期間中受講者 をマネ ジメ ン トす ることが中心的

な役割 になる。そのためには,縁 の下 の力持 ちに徹 した気配 りと創意工夫が必

要 になる。事務局 としての職務 は,一 般 にはクラス ・マネ ジメン トと呼ばれて

お り,そ の職務を遂行す る人を特 にクラス ・マネ ジャと呼ぶ場合が ある。

事務局 としての役割行動は,次 の4つ に大別で きる。

①受講者を活性化 させ るための演 出や指導:自 己紹介(1分 間スピーチ)や 他

人紹介の組入れ,テ ーマを与えての3分 間ス ピーチ,毎 朝 の時間をさいての
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クイズや前 日の講義 の レビュー,グ ループ活動にさい しての グループ名をつ

けさせ る,適 度 に座席場所を変 える,疲 れ た時や眠気ざま しに軽 い体操 をさ

せ る,BGMを 流す,懇 親会を企画 させる,等 の活動。

②外部の研修施設を利用す る場 合の手配:外 部施設 を利用す る場合 には,必 ず

下見を し次の事項を検討 し点検 または確認 してお く。

・立地条件

・研修室 や分科会場

・視聴覚機器を は じめと した研修設備

・食事 内容

・講師控室

・研修所職員の態度等

なお,外 部施設の研修所職員 とは表1-3に 掲げたよ うな事項について打

合せてお くことが必要であ る。

表1-3研 修所職員 との打合わせ事項

研修 コースへの参加人数

・男性

・女性

宿泊部屋数

・男 性

・女 性

・事務局

・講 師

研修室数

・主研修室

・分科会場

研修室の レイア ウ ト:

研修時間:

屋

屋

屋

屋

部

郡

部

部

コ字型か,

開始 は何時で終了 は何時であ るかを伝え る。夜 間にまたが

る場合 は,終 了時間 も忘れずに。

一19一

号室

号室

ロの字型か,学 校型かの指示



・宿 泊 費

・食 費

・そ の他

7.費 用 の支 払 い方 法:

8.そ の他

円

円

円

請求書締切 日,支 払 い日等の確認

研修 日程に従 い,研 修室 の使用状況を確認(例 示)

第1日 目 第2日 目 第3日 目

午前 主研修室(101号 室) 主研修室(101号 室) 主研修室(101号 室

昼 食

午後 分科 会 場(103号 室,
104号 室,105号 室)

分科 会 場(103号 室,
104号 室,105号 室)

主研修室
(101号 室)

夕 食

夜間 分科 会 場(103号 室,
104号 室,105号 室)

分科 会 場(103号 室,
104号 室,105号 室)

③ 社外講師の手配 と接遇:以 下の活動が必要であ る。

・研修の 目的 と背景,研 修 内容 と時間等に関す る講師 との事前の打 ち合わせ

・講師控室への講師の案 内(事 務局が 出迎 えるか
,研 修所職員 に講 師控室へ

"案 内 して もらう)

・講義 に先立 って講師紹介 を手 ぎわよ く行 う。

・研修実施 中の講師への対応:で きるだけ研修室内に同席 し聴講する。 また,

必要 に応 じて講師の補佐役をっ とめる。

・講 師 との快適 な人間関係づ くり

なお,社 外講師 に対 して研修前および研修時 に用意すべ きものには,次 の

ものが ある。 これ らを手配 し,社 外講 師に間違 いな く手渡すの も事務局の仕

事で ある。

・研修前:研 修案内,会 社 案内や最近 の社内報,研 修会場 ・宿泊場所 の案内

図,交 通案内図,受 講者名簿(年 齢や経験,資 格等が入 った もの)

・研修時:受 講者 に渡すテキ ス ト・資料一式
,講 師謝礼およ び受領書,交 通

費ない しはチケ ッ ト
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④教育評価 とフォロー:こ れ は,前 項の(b)教 育評価段階でふれた職務であ

るが,そ の職務を担当するのは多 くの場合,ク ラス ・マネ ジャ(事 務局)で

あ る。 とりわけ,社 外講師 に講義を依頼 した場合 には,評 価 とフ ォローは ク

ラス ・マネ ジャが行 わざるを得 ない。

教育評価 には,ア ンケー トや感想文な どによる受講者の反応評価 と,テ ス

トや レポー ト提出などによ る効果評価 とが ある。で きるだ け,こ れ ら両方を

実施すべ きであ る。 また,フ ォローには職場(特 に上司)へ の フォローと,

受講者への フォローがあ る。 フォローも双方 にっいてその必要性 を検討す る

必要があ る。

これまで述 べて きた5っ の分野が,情 報処理教育指導者の主要 な職務範囲で

ある。情報処理教育指導者 は,自 らが企画 ・開発 し教育を担 当す る コー スの内

容および関連分野の知識や技術に精通 してい ることは必須条件で ある。 しか し,

これだけで は十分ではない。教育ニーズを把握す るためには経営戦略や目標を

は じめとした各種 の社 内情報に精通 してお く必要があ る。また,教 育を効果的

に実施 して い くためには社外か らノウハ ウを吸収す ることも大切である。 これ

らに関する方法につ いて,以 外に列挙 してお く。

(6)教 育ニーズを把握す るための社内情報の収集 法

①全社的観点か ら職場 の生 きた情報を収集す る

・受講者の評価か ら:コ ース修了後 ア ンケー ト
,追 跡ア ンケー ト,面 接 な

ど

・職場 の上司か ら:追 跡ア ンケー ト
,面 接 など

・社内教育委員 会や ライン管理職会議などか ら

②社内の情報媒体 や情報源 に関心を持つ

・社 内の情報媒体か ら:経 営戦略や 目標方針
,営 業戦略 などの情報収集

・社 内の情報源か ら:ト ップが主催す る役員会や経営会議の レポー トか ら
,

各部門の定例会議の議事録か ら,顧 客 向けに開 くシ ョーやセ ミナーの内

容か ら
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(7)教 育を効果的に実施す るための社外情報の収集法

① コース担 当を依頼 した社外講師 と積極的な意思疎通を はか る。 また,SE

教育分野で活躍 されて いる社外講師 と接する機会を作 るよ うにす る。

②情報処理教育(主 としてSE教 育)関 係諸機関の メンバーを知 ることによ

って,「SE向 け教育の今 日の課題や今後の方向」,「SE教 育分野での

評判のよい講師 」,「SE関 連教育 に多 く導入されてい る教育技法」等の

情報 を把握する。

③外部情報処理教育機関の 目玉商品(教 育 コース)を 知 る。 また,そ のよう

なコースにで きるだ け出席 し,ノ ウハ ウを得 る。

④外部情報処理教育機関の営 業マ ンを利用 して,SE教 育 に関す る情報処理

や ノウハ ウの助言 を得 る。

⑤他企業のSE教 育 の事例を収集 し,研 究す る。

1.3情 報処理教育指導者育成 の システム

SE育 成を主 目的に した情報処理教育指導者 にとって は,SEと て しの実務

経験が不可欠である。実務経験がない と,理 論的な ことや手法 ・技法の説明は

で きて も,現 場 に密接 した実践的で即効的な指導 はほ とん ど期待 で きない。確

かに理論や各種 の手法 ・技法 も大切である。 しか し,企 業の教育 に望 まれ るの

は,'受 講者が職場 に帰 って仕事の 中で役立っ実践的内容で ある。 したが って,

教育指導者 にはSEと しての実務経験が欠かせない。

ところで,一 口にSEと い って もいろんな タイプがあ る。 これについては,

本章の1.1で すでに指摘 した通 りであ る。 どのSEタ イプを主対象に した教育

指導者を 目指すかによって,経 験すべ きSE業 務が異な って くる。また,SE

としての実務経験 の期 間であ るが,こ れ もSEタ イプによ って一律 とはいえな

い。ただ し,一 般 的基準 と しては,3年 以上の実務経験を望み たい。最低 限で

も2年 以上の経験 は不可欠であ る。

以上のような条件 を前提 に,SE養 成を主体に した情報処理教育指導者のキ

ャリア ・パ スを例示する と,図1-4の よ うにな る。
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コ ンサ ル タ ン ト

SE

(10～

テ クニ カ ル ・

エ ン ジニ ア

(3・～15)

マ ネ ジ リア ル

SE

/(10～
/

/
/

ア プ リケ ー シ ョン ・

エ ン ジニ ア

(3～15)

情報処理

教育指導者

(6～

プ ロ ダ ク シ ョ ン ・

エ ン ジニ ア

(3～15)

デ ベ ロ ップ メ ン ト ・

エ ン ジニ ア

(3～15年)

プ ログラマ

(0～3年)

主経 路

◆ ,副経 路

図1-4情 報処理教育指導者のキャ リア ・パスの例'
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情報処理技術者になるためには,6年 以上の実務経験 を標準 とす る。 これ は,

プ ログラマの実経験3年 とSEの 実務経験3年 とを前提 に している。ただ し,

アプ リケーシ ョン ・エ ンジニ アやテ クニ カル ・エ ンジニ アの場合は,プ ログラ

マとしての実務経験が必ず しも必須ではない。 この場合 は,SEの 実務経験 を

十分積んだ うえで,情 報処理教育指導者 に した方が よい。特 にテ クニ カル ・エ

ンジニアの場合だ と,担 当分野での スペ シャリス トにな って は じあて教育指導

者になるのが望ま しい。なお,プ ロダクション ・エ ンジニア(一 般には ソフ ト

ウェア ・エ ンジニアと呼ばれて いる)で は3年 程度のプ ログラマ実務経験が必

須である。 したが って,情 報処理教育指導者 になるに は,SEと しての実務経

験3年 と合算 して最低限6年 の経験が必 要である。

情報処理教育指導者への経路 は,い ず れのSEタ イプか らみて も主経路 には

な り得ない。 あ くまで教育指導者への道 は,副 経路 に しかな らない。教育指導

者 は,人 数が非常に絞 られ た人達の中か ら選 ばれ る。他半の人達 は,実 線で示

した主経路 をたどることにな る。 なお,マ ネ ジリアルSEや コンサル タン ト

SEの 育成 を主 目的に した教育指導者は,10年 以上の実務経験を必要 とす る。

この場合での10年 は,プ ログラマとSEの 実務経 験だけを意味 しない。教育指

導者の実務経験を加味 して もよい。っま り,何 年間かに渡 る教育経験を積んだ

あとで,マ ネ ジリアルSEな い しはコンサル タン トSEと しての実務を遂行 し,

再び情報処理教育指導者 に復帰 し,新 しい分野のSEの 育成指導に当た る場合

である。

以上みて きたよ うなキ ャリア ・パ スを確立 した うえで,SE育 成 の教育指導

がで きる情報処理教育指導者 を育成確保す る必要がある。

1.4情 報処理教育指導者教育の必要性

情報処理教育指導者 は,前 節で指摘 したよ うなSEと しての実務経験があ り,

かつ指導す る内容 や関連分野 の知識 ・技術 に精通 しているだけでは十分で はな

い。教育企画 ・開発技法や授業方等に関 する しっか りとした ノウハ ウを身 につ

けてお くことが不可欠で ある。そのためには,SEと しての経験豊富 な技術者
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といえ ども,ち ゃん とした情報処理教育指導者向けの教育 コースを受講 し,そ

こで修得 した技法や ノウハ ウを教育指導者の職務遂行の中で生か して い く必要

がある。従来 と もするとこうした教育 を受けないま ＼,我 流で教育指導 に当た

っていたために,様 々な教 育上の問題が発生 してい る。どのよ うな問題があ る

かを,教 育企画段階 と実施 ・評価段階に分けて指摘 し,そ れ に対処す るため教

育 コー スを紹介す る。

川 教育企画段階

①情報処理教育体系 にっいて

・教育内容が多分野 にわた ってい るが,整 備 されていない。新入社 員教育や

プログラマ教育 はか なり体系化 されて いるが,SE教 育 に関 してはほとん

ど体系化 されていない。SE向 けに何を教え るべ きかが十分把握 しきれて

いない し,そ の体系化の方法がわか っていない。 したが って,SE教 育に

関 しては現在の ところ社外教育に依存す る割合が高い。 または,OJTに

委ね放 しであ る。

・教育体系が形骸化 して いる。環境 や技術,業 務内容が大幅 に変化 して いる

に もか 、わ らず,教 育体系が数年前のま ＼で,必 要知識 ・技術 にモ レがで

、きたり,陳 腐化 して いる。 しか も,不 幸な ことに教育指導者 は教育の運

営 だけに追 い回 されて いる。 また,教 育体系 を見直すだけの力量 を持 ち合

わせて いない。

②教育 テーマに関 して

教育内容が画一的になって る。 また,環 境変化 に対応 してお らず マ ンネ

リ化 して いる。そのため教育ニーズと合致 していない。

・自社 の経営戦略や情報化戦略 との関連づけがなされていないため,極 め

て一般的で画一的なSE教 育 の内容になってい る。

・SEに とっては,コ ミュニ ケー ション能力や問題発見 ・解決能 力など一

般的な能力開発が欠かせない。 しか し,現 実 は技術教育 にかたよ り,能

力開発面や意識面での教育が充実 していない。

・業務 の多様化,専 門化,高 度化の ため,SEタ イプ別 に育成せ ざるを得
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ない時代 にな っている。それに もか 、わ らず,画 一的教育内容 に留 まっ

ているため,専 門技術や能力の育成が追 いついていない。

③教育に対す る風土

・教育 に対する上層部 の理解不足がある。 これを理由に,教 育指導者が積

極 的前向 きに取 り組 もうとして いない。教育指導者は,意 識革命者でな

ければな らない。上層部に積極的に提案 し,彼 らの意識を変えて こそ,

真の教育指導者 といえ る。

・業務優先の風土があ り,現 場の業務多忙を理 由に,な かなか教育を受講

させない。 これに関 して も,教 育指導者が現場(と りわ け職場の上 司)

に積極的に働 きかける必要が ある。他責で手 をこまねいていたのでは,

前進 は望めない。

・情報処理教育 に関する社内へのPRが 浸透 していない。 これ も,教 育指

導者の 自責 として,効 果的なPR法 を工夫すべきであ る。

以上のよ うな問題への対応技法や対処法につ いて深 く掘 り下げて考え,受 講

者同士で考え合 うコースがある。中央情報教育研究所が一般公開 している 「教

育 プラ ンナ養成 コース」である。その 日程表が表1-4で あ る。

この 日程表で分かるよ うに,受 講者参画型の教育 コースで るあ。講義の割合

いはきわめて少な く,大 半が演習で ある。あるときはチーム ・デ ィスカ ッショ

ンでお互 いに考え合 う。多 くの演習 は,個 別作業で 自社でのプラ ンや提案書を

作成す る。演習成果をそのま 、,各 企業 に帰 ってか らの本番作業 に引 き継 ぐこ

とがで きる。企業企画の職務を遂行 するためには,是 非 と も出席すべ きコース

で るあ。
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表1-4「 教育プ ランナ養成 コース」 日程表

時

間 09121315161720

30303000300000

月 ・日

第 開講式 口 「基調講義」 口 「演習」 口 「演習 」 口 「演 習」

オ リエ ンテ
一 シ ョン 「戦略的教育プランナとは ・基調講義か ら感じた ・企業戦 略 ・人材戦略運 動にっ いてのガ イ ド 「我が社の人材育成戦略プラン」

一 自己紹介 な にか」 こと ・企業戦略 ・人材戦略運動プランの作成
一人材育成の基本的視座と ・チ ー ム ・デ ィ ス カ ッ ・チー ム発 表 作成

アプ ローチ方法 につ いて 一 シ ョ ン ・フォロー ・コメン トと人材戦略立 案のポ イ ン ト

日 ・全体デ ィスカ ッシ ョン

第 第 口 「演習 」 口 「講義 」 口 「演 習」

昼

口 「演習 」(続) 口 「事例紹介」 口 「演 習」
一 (続)

日 「人材育成 イ メー ジ ・ 「戦略的人材育成 ・チー ム検討 結果発表 「我が 社の人材育成施 策プラ ン」

二 ふの 課題分析」の作成 施策立案の ・チ ー ム ・

り ポ イ ン ト」 デ ィスカ 「我が社の人材育成施策プラン」 作成

か 三チ ー ム ・デ ィ ス カ ッ ッ シ ョ ン 作成
日 え

り

シ ョ ン

第 第 口 「講義 」 口 「演習」 口 「演習 」

ふ二

三 り日 「育成施策の具体的展開方法」 「我が社における教育の具体的展開プラン」作成 「我が社の○○○教育企画提案書

かの お よび 「ネ ック対処 」作成

日 え

り

第 第 口1「 演 習 」

食

口 「フォロー講 義」 口 「総 括」

三
⑨

日 1)第3日 最 終 レポー トの全体確 認 「ネ ック対処 重点 フォロー」 1)研 修全体の ポイ ン トのふ りかえ り

四 ふの 2)全 体へ のチーム発 表 2)教 育プ ラ ンナと して の自己研鎖

り 3)フ ォ ロ ー ・コ メ ン ト 3)修 了式

か 4)ネ ック対処:重 点 テーマ絞 りこみ 4)ミ ニ ・パ ー テ ィ

日 え 5)ネ ック対 処にっ いてチーム検討

り 6)結 果発 表



(2)教 育実施 ・評価段階

教育実施 ・評価段階になると,企 画段階以上に問題が山積 して いる。

①情報処理教育指導者 の問題

教育指導者 の人数が少な く,ど うして も1人 の負担が大 き くな り,オ ー

バー ワークにな っている。あ るいは,専 任の指導者が配置されていないた

め,自 社の最適 なSE教 育の展 開がで きていない。また,教 育指導者の教

育技術,技 法が未熟であるため,教 育の質が保証で きない。

②情報処理教育のす 、め方

・短期間の知識注入型の教育にな ってい るため,受 講者 自らが深 く掘 りさげ

て考え るとい った考究型ではない。 ところが,SE養 成にあた っては,考

究型の教育が欠かせない。

・1ク ラス当た りの受講者の人数が 多 く,教 育効果の点か ら疑問が残 る。

・教育のす 、め方が画一的であ り,受 講者のニーズか ら遊離 しが ちで,彼 ら

の学習意欲 を十分引 き出す努力が なされていない。 しか も,そ のための適

切な教育技法 を教育指導者が理解 していない。

③教育技法,教 材 に関 して

・教え方 に関する知識 ・技法を身につけるために時間をさいていない。ない

しは,そ のための時間的余裕がない。

・教育 内容 にふ さわ しいテキス トや教材の作成がで きていない。

・教材 の効果的な使 い方を教育指導者が マス ター して いない。

・教育ニーズに沿 った コース ・カ リキ ュラムを作成す る技法を身につ けてい

ない。

④情報処理教育の運営に関 して

・研修会場の確保がむずか しい。特 に実習を伴 うコースや特別な教具 ・メデ

ィアを使用す るコースでは,会 場が限定されて しまう。

・コースの開催時期 と現場 の業務 との調整がむずか しい。特 に,情 報サー ビ

ス産業会社の場合平 日は客先 に出向いてい るSEが 多い。そのため,休 日

に研修が集中 しが ちであ る。

・社内の教育指導者で は限界が あるので外部講師 に依頼 したい。 しか し,外
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部講師の活用の仕方がわか らない。

⑤受講者 の意欲

・何 のために受講す るのかを出席者が理解 していない。っま り,受 講の動機

や意欲,問 題意識が希薄で ある。

・上 司か ら 「行 って こい」 と指示 されたか ら出席 したとい う受講者が 目立つ。

⑥集合教育 と現場 との連携

・集合教育の成果を どのよ うに現場で活 かすかの工夫や仕組みがみ られ ない。

・現場での指導責任者(上 司)のOJTに 関す る意識が低 い。 「仕事を通 じ

て部下を育成 し,部 下を通 じて組織の 目標を達成する」というライ ン管理

者 としての基本的ス タンスが忘れ られ ている。

・業務多忙,業 務優先のため,OJTが 充実 していない。上記の基本的 ス タ

ンスを無視 した職人型管理者が,情 報 サー ビス産業界には実に多い。

・OJT推 進者が現場で育 っていない。

教育研修 の目的は人材を育て,企 業(組 織)や 現場にお役立ちをす ること

である。つま、り,企 業活動 に貢献する ことが,最 大の目的であ る。 したが っ

て,教 育指導者 は教育内容が どのよ うに職場 や現場で生か されているかを常

に把握 しておかなければな らない。また,教 育が職場や現場で生 きるように

するたあの工夫や仕組みづ くり,意 識づ けを行 う責任 もある。 これが,教 育

指導者の行動の原点で もある。

以上のよ うな諸問題に対 して,情 報処理教育指導者 は適切 に対応 して行 く責

任がある。そのためには,我 流の生半可 な対応では効果が期待で きない し,通

用 もしない。やは り,基 本的な理論や技法 を踏 まえたうえでの対応が欠かせ な

い。情報処理教育指導者 と して いかに多忙であ って も,基 本的な理論 と技法を

身につ けるために時間をさ く必要があ る。 中央情報教育研究所で は,こ の よ う

な 目的の コー スと して 「教授法 」を開催 している。当コースの カ リキ ュラムに

ついて は,3章 の3.3で 示す。 また,そ の テキ ス トは,本 育成指針の第2分 冊

に収録 してある。
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2.情 報処理教育指導者育成指針

2.1情 報処理教育指導者育成指針とその背景

当育成指針は,平 成元年度10月 か ら通商産業省の人材育成施策 の一環 と して

全国各地で実施 した 「地域企業内研修 リーダ養成」 コースの内容 に準拠 してい

る。

わが国にお いては,情 報化の進展に伴 い,ソ フ トウェア需要が急速に高って

いる。 これ に対処す るためにはソフ トウ ェア技術者の質的量的拡充 とソフ トウ

ェア開発技術の高度化が重要な課題 となっている。今後,予 測 され るソフ トウ

ェア人材の不足の一部 は解消 され ると見込 まれ るものの,特 に システム ・エ ン

ジニア(SE)の 不足を解消す ることは至難 である。 このため,SEの 育成が,今 後

我が国が健全 な情報化社会を構築 してい く上での大 きな課題 とな っている。

SEの 育成 に関 しては,彼 らを教育指導す るインス トラ クタの育成確保が先決

である。 しか し,現 状で はコンピュー タ ・メーカや大手の ソフ トウ ェア ・メー

カ,お よび限 られた情報処理教育機 関に しかSE育 成向きのイ ンス トラ クタは確

保 されてない。 したが って,SEの 教育指導 ができるイ ンス トラ クタの育成確保

の体制の整備確立が急がれてい る。

地域企業内研修 リーダ養成事業 は,上 記 のSE教 育向 けイ ンス トラクタの育成

確保の要請に応え ると同時に,地 域での情報産業の振興 とソフ トウェア供給機

能の促進を図 り,地 域 における情報化活力の向上を側面か ら支援す るための も

のであ る。そのために,地 域 におけ るSE的 人材 の教育指導に当たるイ ンス トラ

クタを養成す るのが,当 事業の最大 の目的である。つま り,地 域 ソフ トウェア

・セ ンターや地域の企業 内でSE的 人材の教育訓練や養成指導 を行 うことので き

る優れた インス トラクタを10日 間の コースで育成 しよ うとい うものである
。

10日 間の提供 コースには,Aコ ースとBコ ースとがある(図2-1) 。 いずれ も

イ ンス トラクタを育成す る意 味か ら 「教授法」は不可欠で ,10日 間の うちの前

半の5日 間は 「教授法」に当てて いる。



Aコ ー ス

コ ミ ュ ニ ケ ー 問 題 発 見 ・
教 授 法

シ ョ ン 技 法 解 決 技 法
(5日)

(2.5日) (2.5日)

Bコ ー ス

教 授 法
ソ フ トウ ェ ア プ ロ ジ ェ ク ト

開 発 技 術 管 理
(5日) ∨

(2.5日) (2.5日)

図2-lr地 域 企 業 内研修 リー ダ養 成 」 コー ス

地域 企業内研修 リーダ養成 コースは,あ くまでSE的 人材の育成がで きるイ ン

ス トラクタの養成を主眼 に している。そ こで,SE的 人材 に不可欠で,し か もこ

れ まで企業が独力で実施で きに くか ったテーマを取 り上げ ることに した。

Aコ ースの後半部分で は,「 コ ミュニケーシ ョン技法」を2.5日 間,「 問題

発見 ・解決技法」を2.5日 間で実施する。SE的 人材には,コ ミュニ ケーシ ョン

能力,問 題発見 ・解決能力が強 く要求 されているので,そ れ らの能力開発に関

す る研修を しよ うという もので ある。従 って,Aコ ースはどち らか とい うとア

プ リケーシ ョンSEを 育成指導す るよ うなインス トラクタ向けの コースである。

Bコ ースの後半 は,「 ソフ トウェア開発技法」を2.5日 間 ,「 プロ ジェク ト

管理」を2.5日 間で指導す る。 したが って,ソ フ トウェア ・エ ンジニ アに近 い

SE的 人材,あ るいは上級 プログラマか ら リーダにな り得 るよ うな人材を養成指

導するイ ンス トラクタを育て ることを 目標 に したコースである。

なお,上 記 コースの カ リキ ュラムや内容に関 しては,次 章の3.3で 詳述す る。

平成元年度 は,Aコ ースを全国11地 域で12回,Bコ ースを,11地 域 で12回 実施

する予定であ る。

地域企業内研修 リーダ養成研修 は,平 成元年5月 か ら9月 迄の準備期 間経て,

10月2日(月)か らの横浜でのAコ ースを皮切 りに上述 のよ うな全国展開を行

う予定であ る。
-31一



通 商 産 業 省

＼ ＼/7

中 央 情 報 教 育 研 究 所

(事 務 局)

て
＼/7

地 域 企 業 内 研 修 リ ー ダ 養 成 企 画 委 員 会

＼
、＼ ＼ 、 ＼ <

、 ＼ ＼＼

教

授

法

部

会

:

三
ケ

↓

ラ
技
法
部
会

問

題

発

見

解

決

技

法

部

会

フ
ト

望
ア
開
発
技
術
部
会

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

管

理

部

会

図2-2「 地域企業内研修 リーダ養成」推進組織

準備期間においては,図2-2の よ うな推進組織 を設置 し,研 修事業の推進 に

当たった。研修事業の推進の中核 として,研 修全体を統括 したのが,「 地域企

業内研修 リーダ養成企画委員会」(委 員長:江 村潤朗 中央情報教育研究所技

術顧問)で ある。また,具 体的な準備であるコース開発に当たったのが,5つ

の作業 グループ(教 授 法部会,コ ミュニ ケー ション技法部会,問 題発見 ・解決

技法部会,ソ フ トウェア開発技術部会,プ ロジェク ト管理部 会)で ある。それ

ぞれの部会で,担 当分野の カ リキュラムを作成 し,教 材作成等 を行 った。各部

会 ともカ リキ ュラムの レビューは,土 ・日曜 日に全員が一堂に会 して じっ くり

一32一



と行 っ.た。 ま た,テ キ ス トやOHP原 図 等 の教 材 に関 して も,土 ・日(あ るい は

金曜 日の 夜 か ら)一 堂 に会 して一言 一 句 丁 寧 に レ ビューを行 った。 さ らに,9

月 に入 る と,東 京 に お いて パ イ ロ ッ ト・コー ス(テ ス ト・コ ース)を 本 番 さな

が らに実施 し,受 講者 の コメ ン トと部会 メ ンバ ーの聴 講 コメ ン トに基 づ い て ,

最終的な改善を加えて本番に臨んだ。

本番において も,受 講者の アンケー ト・コメ ン トや感想意 見を反映 して改善

を加えて きた。その成果が,本 育成指針の第2分 冊以降の各論のテキス トであ

り,本 「育 成指 針 利 用 の手 引 」の3章 の3.3に 収 録 した 「運 用 マ ニ ュア ル 」で

あ る 。

2.2情 報処理教育指導者育成指針の対象者

当育成指針の対象者の本命 は,SE的 人材 の教育指導を担当する次のよ うなイ

ンス トラ ク タで あ る。

・SE的人材育成のための最適な教育 の体系化を図 り

・SE的人材 育成の諸問題を解決 し

・コー ス開発 の提案
,カ リキ ュラムの 作 成,教 材 作成等 の コー ス開発

に当 り

・自ら 「講 師」 として教壇 に立ち

・熱意と誠意を持 って教育指導を実践する

プ ロの イ ンス トラ クタ

らに望 むな ら,企 業戦略や情報化戦略 と連動 したSE的 人材育成の あ り方を,

常に問 い続 ける 「戦略的教育 プランナ」で もある。

以上 は,本 育成指針の主対象者 ということになるが,主 対象者以外の以下 の

よ うな方 々に十分役立っ育成指針で もあ る。

・現在SEの リーダとして
,あ るいは管理者 として活躍中の方で,部 下の育成指

導に悩んでいる方

・SE的人材の教育担当の方,お よびその候補者の方

・現在実施中のSE教 育を見直 したい方
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・所属企業の個別事情に応 じた,SEの 育成指導を検討 している方,あ るいは検

討の必要性に迫 られている方

・効果的な社 内SE教 育 の実施を考えている方,お よびそのよ うな教育の導入を

検討 している方

・SE教育のイ ンス トラクタを 目指 している方 ,お よびSE教 育事業の展開を考え

てい る方

2.3情 報処理教育指導者に期待される資質

教育指導者には,様 々な資質要件が期待 され,要 求 され る。 しか し,そ の全

てを満足す るのは至難で もあ る。 したが って,教 育指導者の理想像 と して,少

しで もそれに近づ くための努力 目標 とみなすべ きであろ う。 ここで は,教 育指

導者 に期待 され る資質要件 を次の6っ の分野 に分けて検討す ることにする。

① 身 体 要 件

② 技 能 要 件

③ 能 力 要 件

④ 態 度 要 件

⑤ 人 柄 要 件

⑥ 気 くば り要 件

資質 とい うと生れつ きの もので,変 え ることので きない性質 とみな され勝ち

であ るが,こ こでの資質要件のかな りの ものは,努 力次第で十分変え ることが

で きるものであ る。それだけに,自 分 に欠けてい るもの,弱 い ものについてで

きるだ け早 く気づ き,改 善努力すべ きであ る。 また,い くっかの期待資質が欠

如 して いるか らとい って,教 育指導者 と して不適切 ときめっ けているわけで は

ない。改善すべ き努力 目標 を設定す るための基準 として生か しい欲 しいのであ

る。

(1)身 体 要 件

① 健康であ り,視 力,聴 力 ともに普通以上であること。一 日中教壇に立つ こ

とので きる体 力を有 して いることであ る(椅 子 に腰をかけて講義をす るのは
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いただけない)。 受講者の反応を視線で把握す るためには,視 力が並以上で

あ ることが要求 され る。また,受 講者の質問や意見を適切にと らえ るために

は聴力が しっか り していることが第1の 条件であ る。ただ し,聴 力がよ くて

も,聴 く耳 を もたないと失格で はある。

② 音声 は明快であ り,ど もらない こと。聞 きず らい声,ボ ソボ ソと した声,

あま りにもかん高い声 は歓迎で きない。また,余 りにも声が小さ過 ぎるの も

問題である。遠 く迄 はっきりと届 く声が要求 され る。ただ し,受 講者 が多人

数の場合だ と,携 帯用 マイクを使用すればよいので,余 程声が小 さい人以外

は問題 はない。

② 技 能 要 件

① つね に要点や強調点 をわか りやす く話す こと。 まわりくどい話 し方をす る

人や脱線が多い人 は問題である。例示 を上手に用 いた話 し方 は大歓迎であ る

が,本 筋か ら大 き くそれて しまったよ うな話 しや雑談は歓迎で きない。

② 発問を生かす こと。発問 とは,イ ンス トラクタが受講者 に質問を投げか け

ることであ る。受講者 を巻 き込むための発問,理 解を促進す るための発問,

知識 の定着を確認す るための発問な どがあ る。一方的な講義か ら脱却す るた

めには欠かせない技 法で ある。

③ 視線を生かす こと。視線を生かす ことはきわめて重要である。視線 は,受

講者 の シグナルをモニ タす る(反 応を把握す る)の に欠かせな い。受講者 は

絶えず強烈な シグナルを発 して いる。 目をっぶ る,し きりと時計や外をみて

いる,眠 る等 といった態度は赤信号 である。腕組みをす る,あ ごを手で ささ

え る,冗 談に反応 しない,無 表情等 の シグナルは,黄 信号であ る。真剣 なう

なづ き,体 の前傾,目 がかがや いている等 は青信号で講義 に乗 って きて いる

証で ある。 この ような信号を視線で的確 にモニ タす る必要があ る。

視線 は,シ グナルのモニ タ以外に も様 々な効用がある。受講者 を注意 ・注

目させ る,イ ンズ トラクタの自身や熱意を伝える,親 近感や一体感 を築 くな

どであ る。

④ 適切に応答す ること。受講者の質問や意見を上手に処理す ることであ る。

質問や意 見に対 してその場で イ ンス トラ クタが応答する方法を即答型 と言 う
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が,こ の場合には簡潔で要領の良 い応答が肝要であ る。

応答の仕方 には,即 答型以外 に も様 々なや り方が ある。その場で答えない

で後 に回す方法,質 問者 自身 に考え させ る方法,発 言者以外の受講者 に答え

させ る方法,全 く回答 しない方法等で ある。 これ らを効果 的に使い分けるこ

とがで きなければな らない。

⑤ ジェスチ ャ(動 作)を 生かす こと。 ジェスチャには,強 調動作,視 覚化動

作,ポ イ ン ト動作な どが ある。 これ らを講義 の中で上手に活用で きることが

重要 になる。

⑥ 気になる癖はな くする こと。 インス トラクタや講義の内容か ら受講者の注

意をそ らせて しまうよ うな癖 は,極 力回避す る必要がある。

⑦ グループを リー ドすることや,人 前で話す ことに慣れて いること。

以上の もの以外 にも,技 能要件にはい くっかの ものがあるが,上 記の7つ の

要件を含めて,い ずれ も適切な訓練 によって相当の改善がで きる。本育成指針

の第2分 冊の 「教授法」の コースの中での指導で,改 善効果が十分確 かめ られ

て いる。

(3)能 力 要 件

① 物事 よ く観察 し,分 析で きること。教育指導者は,受 講者や彼 らの行動 ・

態度,レ ポー トを は じめ とした成果物等を観察 し分析 ・評価す る必要があ る。

また,現 場や組織の情報 を収集 して分析 し,教 育ニーズを引 き出 した り,現

実をふまえた指導をす ること も重要 な職務である。

② 状況判断がよ く,臨 機応変 に適切な処理が とれ ること。 イ ンス トラクタは,

受講者の シグナルや反応,あ るいは予期 しない事態の発生等に対 して臨機応

変に対処 してい くことが大切で ある。何事 も意図通 りに展開 しないのが常態

であるので,そ の時 々に適切 な状況判断を し,臨 機応変 に処理を してい く柔

軟さが必要である。 また,的 確 な状況判断を し,先 を見通 した指導がで きる

ことも重要要件である。

③ 他人の話を聞 き,そ の内容を正確 に素早 く理解す ること。特 に,受 講者の

質問や意見,発 言等の内容を正確に しか も素早 く理解 してやる ことである。

④ 話の要点をよ くと らえ,よ く覚えていること。例えば,受 講者の発言の要
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点を適切 にとらえて記憶 に留めておいて,そ の後 の講義の中でそれ とな く引

用 してやると当の本人を うまく巻 き込む ことがで き,効 果的である。

⑤ 他人の話 した意見を要領よ くまとめ,再 表現で きること。例えば,グ ルー

プ討議の結果を代表者 に発表させ,発 表意 見の要 旨を上手 にまとめて,講 評

するといった ことはイ ンス トラクタの大切 な役割である。

(4)態 度 要 件

① 他人の言 うことを傾聴する態度を もっ こと。企業内の教育指導者 は,受 講

者よ りも勝れてい るという保証は何 もない。 たまたま,あ る分野においてだ

け受講者の護れに も負 けない知識や技 術を持 ち合わせているに過 ぎないので

ある。別の分野になると,指 導者 と受講者の立場 が逆転す ることは十 分あ り

得る。 また,受 講者 に負けない知識や技術を持 っていたと しで も,時 には受

講者の方が よりよい意見やアイディアを示 して くれるか も知れない。"入 み

な師な り"と い う気持で接す ることが大事であ る。本当に信頼 され る教師 は,

相手を尊敬す る人であ る。

② 他人の指導 や世話をおっ くうが らず にや ること。教育指導者は,受 講者の

指導や世話を喜んでやる必要がある。受講者 の成長 に期待 をかけ,そ の成長

の喜びを共有 する気持 を持つ ことである。 また,体 をはって指導 に当たるこ

とも重要な要件であ る。体をお しむ と,受 講者か らの信頼 も共感 も得 ること

はで きない。

③ 自説 に固執す るのみで な く,他 人の意見を尊重す ること。先に も指摘 した`

ように,受 講者の ほうが より良い意見や アイデ ィアを提起 して くれ る ことは

十分考え られ る。 自分の意見やアイデ ィアの方が いっで も正 しい とい った不

遜な態度は捨て,柔 軟で謙虚な態度 にな ることであ る。

④ 自分 にも,欠 陥や誤 りのあることを認める素直 な態度を もっていること。

自分 はまだまだ未熟 な人間であ るとい う謙虚 さを持 っている人 こそが,教 育

指導 に当たることの資格があるといって も過言で はない。

⑤ すべてに公平であること。特定の受講者 にだ け期待をかけた り,偏 った世

話や指導をす るべ きで はない。受講者 それぞれに同 じよ うな期待 をか け,公

平 に目をかけてい くことが大切であ る。
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⑥ 時間 を絶えず守 ること。 インス トラクタは,時 間に無頓着であ ったりルー

ズであ って は困 る。時間管理 には慎重な気 くば りが必要 である。受講者 は貴

重な時間を さいて受講 しているのである。時間を無駄に費や させて はな らな

い。受講者は,予 定時間をオーバ して講義 が続け られ ると,話 の内容に集中

で きな くなる。早 く解放 して くれないか ということに,注 意が向け られ,つ

いっ い時計 に目が向いて しまう。 それ に,指 導者 には率先垂範 とい う大切 な

役割があ る。時間管理の見本を示す必要がある。

⑦ 意見や態度 は協調的で あ り,建 設的であること。企業 でのイ ンス トラクタ

は独断的であってはいけない。決 して組織や受講者か ら浮 き上 って しまった

存在で あって はな らない。 また,後 向きの態度や姿勢 がみ られ るの もよ くな

.い。前向 きで,変 革者 としての姿勢が望まれ る。

亀

(5)人 柄 要 件

① 仕事 には熱心であ り,研 究心が旺盛であること。教育 指導者に は,仕 事に

対す る使命感,イ ンス トラ クタと しての使命感が要求 され る。使命感 を持つ

ことによって仕事 に対す る取組み姿勢が変 って くる。 イ ンス トラ クタは,自

分の担 当分野 に対 しては護れ に も負けない知識や技術を持つ ことが望まれ る。

そのためには,絶 えず研究心を もって,そ の分野を深めて行 くことが大切で

あ る。特に技術革新や環境 の変化を受 けやすい情報処理教育の分野で は,陳

腐化 した内容や環境の変化 に即応 していない教育は許 されない。 それだけに,

絶えざるスタディが重要 である。

② 誠実であ ること。 イ ンス トラ クタは,受 講者か ら信頼 され ることが必須の

要件 である。そのためには,受 講者に対 して誠心誠意つ くしてい くといった

誠実 さが必要である。また,熱 意 も大切であ る。 さらには,教 える内容に対

す る自信がなければな らない。誠実 さ,熱 意,自 信ある語 りかけ といった人

柄が,信 頼を勝 ち取 るためには欠かせない。受講者 が イ ンス トラクタに心か

らの信頼感を持つよ うにな ると,彼 の心の中に"イ ンス トラ クタに対す る尊

敬の像"が 結 ばれ ることにな る。

③ 広 い視野 と常識があること。 インス トラクタは象牙の塔の人であ ってはな

らない。広い視野か らの状況判断や分析がで きなければな らない。また,常
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識が豊かであることによ って,適 切 な判断がで きる し,人 間味がでて くる。

それに常識が豊かで あると受講者 との対話が はずむ し,講 義 の中に受講者 を

引 き込むよ うな話題やわか りやすい例示 をチ リバ メルことがで きる。

④ ユーモアを解すること。教育指導 は,楽 しい雰囲気の中で行 った方が よい。

そのためには,ユ ーモアを解 した り,ユ ーモアを言 って,雰 囲気 をなごま し

た方がよい。ユーモ アが言え る人は,大 いにユーモアを生か した方が よい。一

気をっけて ほ しいのは,ユ ーモアの度が過 ぎない ことである。駄 じゃれや悪

趣味な ことになって しま うと行 き過 ぎで ある。

⑤ 明朗で実行力 に富んでい ること。ユーモアを自ら言 うことがで きない と し

て も,ネ アカの人柄であ ることは,雰 囲気作 りに欠かせない。 また,イ ンス

トラクタには企画 ・開発段階 にさまざまな提案を した り,実 施段階に さまざ

まな技法を試 してみた りといった実行力が要求され る。

(6)気 くば り要 件

① よ く気を使 うこと。受講者に対 して絶えず気 くば りを し,雰 囲気を盛 り上

げることである。

② 相手の気持を くみとることがで きること。受講者の気持を くみとることに

よ って,は じめて相手の共感を得 ることができる。

③ 苦労を感 じとる こと。現場の仕事の中ではどのような苦労が あるのか,受

講中にはどのよ うな苦労が あるのか等,相 手の立場に立 って苦労を感 じとり,

適切な対処を して行 くことであ る。

2.4情 報処理技術者育成指針の目標

「2000年の ソフ トウェア人材」(通 商産業省産業構造審議会情報産業部会情

報化人材対策小委員会提言)で は,21世 紀 における豊かな高度情報化社 会の実

現のためには,今 後SEの 育成が緊急の課題であ り,そ のためには"企 業 内教育

の充実"が 必 須であ るとうた っている。 「地域 企業内研修 リーダ養成 」事業 は,

通商産業省の人材育成施策の一環 と して,平 成元年度か ら特別に企画 し,実 施

を開始 した ものである。本育成指針は,地 域企業内 リーダ養成 コースの テキ ス
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トに もとつ いてお り,そ れ に総論 として 「育成指針利用の手引」を追加 した も

のである。 したが って,情 報処理教育指導者 と しての資質要件を備えた人であ

るな らば,本 育成指針に もとついて,企 業内で 自社の情報処理技術者を対象に,

SE向 けの教育 を企画 し,実 施 す ることがで きる。 ただ し,実 施に先立 って,

「地域企業内研修 リーダ養成 」 コースを修了 していることが条件 になる。

「地域企業 内研修 リーダ養成 」 コースを修了す ると,SEの 教育指導に当る情

報処理教育指導者 と して,次 の事柄を行 うことがで きるよ うになる。

① 企業内でSEを 効果的,効 率的に育成指導す ることので きるインス トラ クタ

を担当す ることがで きる。

②SE研 修 コースの事務局(ク ラス ・マネ ジャ)と して,運 営実施 に当 ること

がで きる。

③OJT(職 場訓練)とOFF-JT(集 合教育)の 効果的な連動の仕組を工夫す る

ことがで きる。 また,効 果的連動の仕方を職場の リーダや管理者に指導す る

ことが で きる。

④ 初中級SEや 部下 を効果的に教育指導す るために,す ぐに役立つ実践 的な技

法を駆使で きるよ うになる。

⑤ 同業他社の受講者 との交流等 を通 じて,現 場の悩みや問題点の解決に役立

っよ うな ヒン トを得 ることがで きる。

なお,本 教育指針 は,総 論(育 成指針利用の手引),教 授法,コ ミュニ ケー

シ ョン技法,問 題発見 ・解決技法,ソ フ トウェア開発技術,プ ロジェク ト管理

か ら構成 されて いる。 また,そ れぞれに標準 カ リキ ュラム,指 導上の ポイ ン ト

および標準テキス トを装備 してお り,企 業内教育です ぐに使用で きるよ うに工

夫 してあ る。
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3.情 報処理教育指導者育成指針の構成

3.1基 本 構 成

本育成指針は,前 章の末尾でふれたように,総 論 と5っ の各論か ら構成 され

ている。具体的には,次 の通 りであ る。

(0)総 論 「育成指針利用の手 引」

(1)各 論 「教授法 」テキス ト

(2)各 論 「コミュニケーシ ョン技法」テキス ト

(3)各 論 「問題発見 ・解決技 法」テキ ス ト

(4)各 論 「ソ フ トウ ェア開発 技 術 」 テキ ス ト

(5)各 論 「プロジェク ト管理 」テキス ト

以下では,そ れぞれの各論 のテキス トの構成を概観 してお く。
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川 「教 授 法 」 テ キ ス トの構 成

「教授 法 」の テ キ ス トは ,図3-1に 示 して い るよ うに10分 冊 か ら構成 され

て い る。図 中の テ キ ス トの右 上 に 「教 －T通 し番号 」が 入 って い るが,こ れ は

「教 授 法 」の 「Text」 で 何冊 目 とい う意 味 を表 して い る。

教 －T10

コース全体のまとめ

OJTとOFF-JT

の連 携 上 の工 夫

教 －TO9

コースの品質

保証 と効果測定

教 －TO8

インス トラクタ 教 －TO7

の役割使命 と基本活動

教育手法と
適用上の留意点

教 －TO6

コースの準備 と 教 －TO5

教材作成上の留意点

教 －TO4

効果的な講義法

視聴覚教材の効 教－TO3
果的作成技法と使用法

教 －TO2

学習と教授の基本

教 －TO1

コー スの 日程 と概要

図3-1「 教 授 法 」 テキ ス トの構 成
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「教授法」で は,こ のテキス トの通 し番号 に したが って,テ キス トを順番に

配布 している。換言すれば,講 義テーマの順番 に分冊 になっている。講義 テー

マの詳細 は,表3-1の 標準 カ リキ ュラムで示 して いる通 りであるが講義テー

マの大項目は次の通 りである。

① オ リエ ンテー ションと自己紹介(「 オ リエ ンテ ー ションjで1冊 目の 「コ

ースの 日程 と概要を使用す る) 。

② 学習 と教授 の基本

③ 視聴覚教材 の効果的作成技法 と使用法

④ 効果的な講義法

⑤ コースの準備 と教材作成上 の留意点

⑥ 教育手法 と適用上の留意点

⑦ インス トラクタの役割使命 と基本活動

⑧ コースの品質保証 と効果測 定

⑨OJTとOFF-JTの 連携上 の工夫

⑩ 全体の まとめ

以上の講義 テーマに したが って,分 冊化 されているのが 「教授法」テキス ト

である。なお,各 テキ ス トはそれぞれの講義 開始の直前に配布す ることに して

いる。 また,「 教授法」では,副 教材 と して次の市販本を配布 している。

・説得力ある発表技術のすすめ 江村潤朗著 ,ビ ジネス ・オーム社,1982年

以上のテキス ト以外にプ レゼ ンテー ションの コメン ト・シー トや評価用紙等

を配布 しているが,こ について は3.3に 収録 している 「教授法 」マニ ュアルを

参照 してほ しい。
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② 「コ ミ ュニケ ー シ ョン技 法 」 テ キス トの構 成

「コ ミュニ ケ ー シ ョン技 法 」 の テ キ ス トは,図3-2に 示 して い るよ うに8

分冊 か ら構 成 され て い る。

コーTO8

資料調査の技法

コーTO7

ア ンケー ト調 査 の 技 法

＼
会議のすすめ方 コーTO6

報告書のまとめ方,論 文 の書 き方

＼
「コ ミュニ ケー シ ョン コ ーTO5

技 法 」 の指 導 上 の ポ イ ン ト

＼
コーTO4

文書表現技術

＼
コーTO3

イ ンタ ビ ュー技 法

＼
コーTO2

話 し言葉 と聴 き方の基礎

SEと コ ーTO1

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン総 論

＼

＼

、

図3-2「 コ ミュニ ケー シ ョン技 法 」 テ キ ス トの構 成

図中のテキス トの右上のテキス ト・コー ドの最初の文字 「コ」は 「コ ミュニ

ケー シ ョン技 法」のテキス トであることを示 している。8冊 のテキス トの うち,

実際 に講義で使用 してい るのは最初の5冊 であ る。残 りの3冊 は参考 資料 と し
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て,コ ー スの最終 時 間 に配布 して い る。

「コ ミュニ ケー シ ョ ン技 法 」の 講義 テ ー マ は,次 の9つ で あ る。 これ に使用

テ キ ス トを テキ ス ト・コ ー ドで 対 応ず け る と,右 端 の括弧 の 中 に示 した よ うに

な る。

①SEと コ ミュニ ケー シ ョン総論(コ ーTO1)

② 話 し言葉 と聴 き方 の基 礎(コ ーTO2)

③ イ ンタ ビュー技法(コ ーTO3)

④ 情 報 収集 型 イ ン タ ビュ ー(コ ーTO3)

⑤ 書 き方 の 基 礎(コ ーTO4)

⑥ 企 画提 案 書 の書 き方(コ ーTO4)

⑦ ビジ ュアル 表現 の使 い方(コ ーTO4)

⑧ 説得 型 イ ン タ ビュー(コ ーTO3)

⑨ 指 導 上 の ポ イ ン ト(コ ーTO5)

「コ ミュニ ケ ー シ ョン技 法 」 の指 導上 の ポ イ ン トは ,企 業 内で 「コ ミュニ ケ

ー シ ョン技 法 」を 指導 して い く上 で の留 意 点 を 具体 的 に述 べ た もの で あ る
。

参 考 資料 と して配 布 して い るテキ ス トの 内容 も本 来SEに とって必 須の もの

であ る。2.5日 間 とい う当 コー スの 時 間 的制 約 の ため,講 義 テ ーマ と して取 り

上 げ る ことが で きなか った。 企 業 内 で,「 コ ミュニ ケー シ ョン技 法 」 コー スで

の 採 用 を容 易 に す るた め に,そ の ま ま テ キ ス トと して使用 で き る もの をあ え て

作 成 し,配 布 す る ことに した。 な お,「 コ ミュニ ケ ー シ ョン技 法 」で も,ロ ー

ル ・プ レイ ン グ用 お よ び実 習 用 の各 種 シー トを配 布 して い る。 これ につ い て は ,

「コ ミュニ ケ ー シ ョン技 法 」 運用 マニ ュ アル を参照 して ほ しい。

一45一



(3)「 問題 発見 ・解 決 技 法 」 テ キ ス トの 構成

「問 題 発 見 ・解 決 技 法 」 テ キ ス トは,図3-3に 示 して い るよ うに,4冊 か

ら構 成 され て い る。

問題発見 ・解決技法 問 －TO4

指導上 のポイ ン ト

問題発見 ・解決技法 問－TO3

手法と事例

問題発見 ・解決技法 問 －TO2 ＼
概 要

問 －TOl ＼
問題発見 ・解決技法

総 論

＼

図3-3「 問題発見 ・解決技法」テキス トの構成

他の テキス トと同様 に,図 中の右上のテキス ト・コー ドの 「問 」は,「 問題発

見 ・解決技法 」のテキス トであることを意味 している。問－TO1の 総論 は 「問題

発見 ・解決技法」の導入部の講義 テーマ 「問題発見 ・解決技法総論 」で使用 して

いる。他の3冊 は,以 下のね らいで配布 している。

① 問題 発見 ・解決 概要編

問題の発見か ら解決 に至 る基 本的な過程 を提示 し,各 過程の説明を してい

る。本テキ ス トでは,問 題発見か ら解決までの体系的 な考え方,問 題 に対す

るアプローチの仕方,各 過程の捉え方 などを習得す ることをね らいと してい

る。

② 問題発見 ・解決技法 手法 と事例編

問題の発見か ら解決 までの各過程毎に,代 表的な手法を紹介 している。ど
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のよ うな時 にどの手法を用 いているのが良いか,TPOに 応 じた手法の選択

方法を習得す るとこをね らいと して いる。 また,各 手法の詳細な説明は,紙

面の都合で無理 なので,各 手法について詳細に説明がなされてい る文献 を参

考資料 として提示 している。 さらに,本 テキ ス トで は,い くつかの手法を用

いた事例 を紹介 してい る。受講者が職場へ帰 って各 自の問題解決 にあた る時

の参考に して もらうことをね らい としている。

③ 問題発見 ・解決技法 指導上のポイン ト

本テキス トは,「 問題発見 ・解決技法」を企業内で指導 してい く上での留

意点を記述 している。

なお,「 問題発見 ・解決技法」で は,以 上のテキス トの他 に,っ ぎの市販

本を副教材 と して配布 して いる。

・システ ム工学入門一あいまい問題への挑戦
,寺 野寿郎著,共 立出版株式会社

1985年
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(4)「 ソフ トウ ェ ア開発 技術 」 テキ ス トの構成

「ソフ トウ ェア開 発 技 術 」の テ キ ス トは ,図3-4に 示 して い るよ うに,7

冊 か ら構成 され て い る。 図中 の テ キ ス トの右上 の テ キ ス ト・コー ドの 「ソ」 は,

これ まで の テキ ス トと同様 に,「 ソフ トウ ェア開 発技 術 」 の テ キ ス トで あ る こ

とを表示 して い る。

ソフ トウ ェア開発 技 術 ソ ーTO7

指導上の ポイ ン ト

ソ フ トウ ェア開 発技 術 ソ ーTO6

デ ィスカ ッ シ ョンの テ ーマ と解 答例

■

プログラム 設 計,カ グラミング 技 法,ソ ーTO5 ＼
テスト技 法,保 守 技 法,ド キュメントと ツール

「要 求 定 義 ・システ ム ソーTO4
、

設計」演習問題

ソ ーTO3 、
システム設計

ソ ーTO2 ＼
要 求 定 義

ソ ーTOl ＼
ソ フ トウ ェア工 学

概 、 論

＼

＼
図3-4「 ソ フ トウ ェア開発 技術 」 テ キ ス トの 構成

「ソフ トウ ェア開 発技 術 」の テ キ ス トは,以 下 の講 義 テ ー マ,演 習,デ ィス

カ ッシ ョ ンに概 ね そ って い る。 以下 にテ ーマ と対 応 す るテ キ ス トの コー ドを示

して お く。
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① ソフ トウ ェア工学 概 論(ソ ーTO1)

② 要 求 定 義技 法(ソ ーTO2)

③ システ ム設 計 技法(ソ ーTO3)

④ 「要 求 定義 ・システ ム設計 」演 習(ソ ーTO4)

⑤ 「要 求 定義 ・システ ム設計 演 習 」 の ま とめ(別 途 「演 習 問題 解 答 例 」 を配

布 」)

⑥ 「プ ロ グラ ム設計 技 法 」 ÷ 「デ ィス カ ッシ ョン」(ソ ーTO5,ソ ーTO6)

⑦ コーデ ィ ング(ソ ーTO5)

⑧ テ ス ト(ソ ーTO5)

⑨ 保 守,そ の他(ソ ーTO5)

⑩ 全 体 の ま とめ

⑪ 指 導 上 の ポ イ ン ト(ソ ーTO6)

「ソフ トウ ェア開 発技 術 」 で も,テ キ ス トの他 に,次 の市 販 本 を副 教 材 と し

て配 布 して い る。

・ソフ トウ ェア工 学 入門 ,河 村 一樹 著,啓 学 出版,1987年

一49一



(5)「 プ ロジ ェ ク ト管 理 」 デ キ ス トの構 成

「プ ロ ジ ェク ト管 理 」 の テ キ ス トは,図3-5で 図示 してい るよ うに,9冊

分 の構 成 にな って い る。他 の テ キ ス トと同様 に,テ キ ス ト・コー ドの 中の 「プ 」

は 「プ ロ ジ ェク ト管 理 」 のテ キ ス トで あ る ことを意 味 して い る。

ソフ トウェア産業 プーTO9

における管理の基本

プ ロ ジ ェ ク ト管理 プ ーTO8

指導 上 の ポイ ン ト

、プ ーTO7

プ ロ ジ ェク ト管 理 とは

＼プーTO6

外 注 管 理

、プ ーTO5

原 価 管 理

＼プーTO4

品 質 管 理

、プ ーTO3

工 程 管 理

、プ ーTO2

プ ロ ジ ェク ト管 理 一事 例

プ ーTO1

プ ロ ジ ェ ク ト管 理 の 概要

＼

＼

図3-5「 プ ロ ジ ェク ト管 理 」 テ キ ス トの 構 成
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「プ ロ ジ ェ ク ト管 理 」の テキ ス トも,講 義 テ ー マお よび グル ー プ討議 に概 ね

そ って い る。 以 下 で テ ーマ と使用 テキ ス トの対 応 を示 す 。使 用 テ キ ス トは括 弧

の 中に テキ ス ト・コー ドで 表 示 す る。

① プ ロ ジ ェ ク ト管理 概要(プ ーTO1)

② グル ープ討 議(1)(2)(プ ーTO2)

③ 工 程 管理(プ ーTO3)

④ 品 質 管理(プ ーTO4)

⑤ 原 価 管理(プ ーTO5)

⑥ 外 注 管理(プ ーTO6)

⑦ グル ー プ討 議(3)(プ ーTO2)

⑧ グル ープ討 議(4)(プ ーTO2)

⑨ プ ロ ジ ェク ト組 織 プ ロ ジ ェ ク ト管 理 の た めの諸 指標(プ ーTOI,プ ーTO7)

⑩ 指導 上 の ポイ ン ト(プ ーTO8)

TO9の 「ソフ トウ ェア産 業 に お ける管 理 の基 本 は」 は,必 要 に応 じて 使用 す

る。 講義 で 使 用 しな い時 は,最 終 時 間 に配 布 す る。 な お,「 プ ロ ジ ェ ク ト管 理 」

で も,各 種 の シー トを配 布 して い るが,こ れ に つ いて は運 用 ニ ュア ルを 参考 に

して ほ しい。

3.2指 針 各論 の 目的 お よび概 要

本 節 で は,「 教授 法 」,「 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン技 法 」,「 問題 発 見 ・解 決技

法 」,「 ソ フ トウ ェア開 発技 術 」,お よ び 「プ ロ ジ ェ ク ト管理 」の5つ の各 論

そ れぞ れ の学 習 目標 と コー スの 概要 の説 明 をす る。

川 教授法

5日 間の 「教授法」は,情 報処理教育のイ ンス トラクタない しは情報処理 に

関する教育 コースを担 当す る機会の多い人で,し か も今後 はSE的 人材育成を

目的 とした教育指導を行 う予定の人達を主要 な受講対象者 に した コースである。

・学習 目標:受 講者が,当 コースを修了 した時点で,研 修 リーダ(イ ンス トラ
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クタ)と して,次 の ことがで きるよ うになることを 目標 としてい る。

① 企業 内研修 におけ る研修 リーダ(イ ンス トラクタ)の 主要な役割使命を

指摘 し,そ れ らを教育研修活動 の中で実践 する。

② 教え る事(教 授),学 ぶ こと(学 習)に 関す る主要な考慮事柄を指摘 し,

自分の大 きな欠点 に気づ くと同時 に,そ れ らを改善 した効果的なプ レゼ ン

テーシ ョンを行 う。

③ 黒板以外の視聴覚 メディアを少な くとも一種類 は活用 し,効 果的かつ効

率的な講義を実施する。

④ 講義法以外の教育手法を組み込んで,受 講者 を積極的に巻 き込ん だ効果

的な研修指導を行 う。

⑤ 教育研修 コースの品質保証および効果測定 の方法を列挙 し,自 社 での最

適 な方法の適用を検討する。

以上 の5つ の学習 目標の うち,② か ら④が確実 に行えるよ うにす るため,

全受講者 に3回 にわたる教育実習(プ レゼ ンテー ション)を 義務づけている。

また① の目標を必ず実践 して もらうために,各 自が職場 に帰 って実施 すべき

自己啓発 目標の宣言 レポー トを作成 して もらい,上 司に提示 して もらうよ う

に して いる。

・コースの概要(ト ピ ック):上 述の学 習 目標を達成す るために,以 下 のよ う

な トピック(テ ーマ)で,当 コースを展開 している。

① 学習 と教授の基本

② 視聴覚教材の効果的作成技法 と使用法(主 としてOHPを 中心に)

③ 効果的な講義法(効 果的な話 し方 と受講者 とのや りとりの技法を中心 に)

④ コースの準備 と教材作成上の留意点

⑤ 教育手法 と適用上の配慮点

⑥ イ ンス トラ クタの役割使命 と基本活動

⑦ 実習(職 場 に帰 ってか らの 自己啓発 目標の宣言文の作成)

⑧ コースの品質保証 と効果測定

⑨OJTとOFF-JTの 連携上の工夫

⑩ 教育実習(3回 にわたるプ レゼ ンテー ション)
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② コ ミ ュニケ ー シ ョン技 法

SEの 仕 事 の 大半 は 「人 に会 う こと」 であ り,提 案 書 の準備 等 の 「文 書 化 」

の活 動 で あ る。 このた め,SEの 重 要 な スキ ル と して コ ミュニ ケ ー シ ョン技 法

が 強 く要 求 され る。 そ こで,当 コー スで は,コ ミュニ ケ ー シ ョン技 法 の中 か ら

特 に 「イ ンタ ビ ュー技術 」 と 「文 書 化 表現 技術 」の2つ を取 り上 げ る。 「イ ン

タ ビュー技 術 は,グ ル ー プ別 の ロ ール ・プ レイ ング(役 割演 技)法 を通 じて体

得 して も らい。 「文書 表 現 技術 」 は提 案 書 作成 実 習 を通 じて体 得 して も らう。

!コ ミュニ ケー シ・ンの基司

:舎5欝 呈舞 い方}一 上手にまとめる

講 義 一 ロー ル ・プ レイ ン グおよ び実 習一

纏1;;鶏 一 上Ell・・ec聞き出す 一情報収集… タビー
・書 き方の基礎

←提案書作成実習

・説 得型 イ ンタ ビュー → 上手に説得する ←説得型イ ンタ ビュー

図3-6「 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン技 法 」 の 目的 と概 要

「コ ミュニ ケー ション技法」の目的 と概要を図示 したのが ,図3-6で ある。

中央の 「上手に聞 き出す」,「 上手にま とめる」,「 上手に説得す る」 ことが

で きるよ うになることが,当 コースの3大 目標であ る。 これ らの 目標 を達成す

るために,左 側 に示 した7っ の講義テーマと,右 側に示 した2回 の ロール ・プ

レイング(情 報収集型イ ンタビューと説得型イ ンタビュー)と1回 の提案書作

成実習 とがある。
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㈲ 問題発見 ・解決技法

「問題発見 ・解決技法」では,SEが 出合 うさまざまな問題状況を想定 して,

問題に対する柔軟で創造的な思考を育成す ることを 目的に して いる。 どれ ひと

っ同 じ様 な問題 はな く,誰 も今迄 に出合 った ことがないような問題か ら解決を

導 くためには,従 来の問題解決 アプ ローチに多 くあ り勝 ちな問題に対する固定

的な対処方法 は,と うてい通用 しない。問題 に柔軟 に対処 し,そ の問題状況 に

合 った問題解決の処方箋を創造す る力が必要 とされるか らである。

また,問 題解決の技法 としての基礎知識を習得 して もらうと共に,実 践 的な

問題解決能 力を身につ け,問 題状況に応 じて 自ら手法 を選択で きるよ うな応用

力を身につ けて もらうこともね らい としている。 このため,4回 にわた るグル

ープでの演習を実施す る
。

当コースの目標 と概要を図示す ると,図3-7の よ うになる。

問題発見 ・解決技法に位置
づ け られ る各種手法の紹介 ・

解説 ・演習

<

・(問 題 発 見)

、'

(問 題 の 分 析)

、'

@蜘 解決策の⇒

w

・(実 行計画の作成)

← こま った な!

← どうして?な ぜ?

← ど うすればいいの …

← じゃ こ う しよ う

図3-7「 問題発 見 ・解決技法」の 目的 と概要

「問題発見」,「 問題の分析」,「 創造 的解決策の提案」および 「実行計画

の作成」がで きるようになるために,問 題発 見 ・解決過程のそれぞれ に位 置づ

け られる各種の手法を紹介 ・解説 する。それ らのなかの最適 な手法を用いて,

4つ の過程のそれぞれで グループに分かれて演習を4回 にわたって実施す る。

主 と して,演 習を通 じて柔軟で実践 的な問題発見 ・解決技法を体得 して もらう

のが,本 コースである。
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(4)ソ フ トウ ェア開発技術

ソフ トウェアの生産性向上,信 頼性向上 を追求する時,プ ログラム開発工程

だけを改善 して も限界が ある。 ソフ トウ ェア開発工程の上流である業務分析 と

要求定義や システム設計の工程の作業工程の効率を上 げ,品 質の作 り込みを行

う必要がある。 そこで,ソ フ トウ ェアのライフサイ クル ・モデルを もとに,代

表的な技法の説 明とデ ィスカ ッシ ョン,お よび例題 による演習を取 り入れ,実

践的 なソフ トウェア開発技術を体得 して もらう。 さ らに,ソ フ トウェア開発技

術の"ノ ウハ ウ",指 導上の ポイン トを修得 して もらうのが,本 コースの 目的

である。

開発のプロセ ス

講 義

・要求定義技法

・システム設計技法

→

→

・プ ログラム設計技法 →

';議zあ ⇒
一

図3-8

要 求 定 義'

シ ス テ ム 設 計

プ ロ グ ラ ム 設 計

コ ー デ ィ ン グ ・テ ス ト

メ ンテ ナ ン ス

デ ィス カ ッシ ョ ンと演 習

・デ ィスカ ッ シ ョ ン

ー{
・要 求 定義 演 習

・デ ィス カ ッシ ョ ン∫

← い
システム設言積 習

一{・ デ ・ス カ ・シ ・ン

←{・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

「ソフ トウェア開発技術」の概要

「ソフ トウェア開発技術 」コースの概要を示 したのが,図3-8で ある。 ソ

フ トウェアの開発工程にそれぞれ対応 して講義,お よびデ ィスカ ッシ ョンない

しは演習を行 う。演習によ って,開 発技術を体得 して もらうのは,上 流工程で

ある要求定義 とシステム設計だけであ る。それ以外 の工程 は,デ ィスカ ッショ

ンを通 じて知識 の定着を図 り,現 場での問題点や管理上のキーポイ ン トを修得

するよ うに している。
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(5)プ ロジェク ト管理

システ ム開発の着手前に作成 した見積 りと,実 績 との間に,作 業量,日 程計

画,経 費などの誤差が多 く,そ のため納期遅れが生 じた り,特 定の人に賦課が

集中するなど,プ ロジェク トを成功 させ るためには,数 多 くの問題を解決 しな

ければな らない。そ こで,プ ロジェク トの基本である"ど の ような ものを作れ

ばよいか"(製 品),"予 定通 りの納期で作れ るが"(工 期),"予 定通 りの

予算で作れ るか"(原 価)に っいて,明 日か ら"す ぐやれ る","す ぐや って

ほ しい"管 理手法を体得 して もらう。 また,プ ロジェク ト管理手法の"ノ ウハ

ウ"や 指導上の ポイ ン トを修得 して もらうのが,本 コースの 目的であ る。

巨蓮]一

発

表

会

(
問 題 点 の 抽 出 と 整 理

(グ ループ討議) )

)

↓

⊂ レー爆`Z灘 ¶のヴ
↓

(問 ジ レ㌘プ㍊ 分析)
↓

(自社内需 点當 検討
↓

竃 §璽㌶享霊辮 ㍊
↓

(ロ ジェζ茸 をど璽 底するう

プ ロ ジ ェ ク ト管 理 とは
←

(講義)

討議の方向づけ,
←

コ メ ン ト

工程 ・品質 ・原価管理←
の実 際(講 義)

・プ ロ ジ ェ ク ト組 織

ヨ
内 コ ミニ ュケー シ

ンのあ り方(講 義)

・外注管理の ポイ ン

ト(講 義)

図3-9「 プ ロ ジ ェ ク ト管 理 」の概 要

「プロジェク ト管理 」コースの概要を図示 したのが,図3-9で ある。 グル

ープ討議 と個人演習およびそれ らの発表 を中心に,そ れ らの支えや補強のため,

あるいは要約のために講義 を組み込んだ コース展開に してい る。
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指針各論の標準カリキュラムと運用マニュアル

 

3ロ3

教授法(1)

示 した通 りであ る。

リキ ュ ラム

 

に

カ

の 準 標 カ リキ ュラ ム は,表3-1

表3-1「 教 授 法 」標 準
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当コースの目玉 ともいうべ きテーマは,3回 にわたるプ レゼ ンテー ション

(教育実習)で ある。3回 のプ レゼ ンテー ションは,同 一テーマで行 うが,そ

のね らいはそれぞれ異 なる。第1回 目は,動 機づけ ・意欲づ け型プ レゼ ンテー

シ ョンで,テ ーマの導入部を実習する。第2回 目は,理 解促進型プ レゼ ンテー

ションで,講 義 内容の提示段階を扱 う。総仕上げの第3回 目は,定 着 ・応用促

進型 プレゼ ンテー ションで,講 義 を した内容が定着 しているか どうかを確認す

るまとめの段階を実習する。1回 目のプ レゼ ンテー ション時間 は5分 間,2回

目と3回 目は10分 間が標準であ る。

プ レゼ ンテー ションのテーマは,受 講者があ らか じめ用意 して,出 席 して も

らう。1回 目の準備 は初 日の夕方行 い,2日 目の最初の時間 にプ レゼ ンテー シ

ョンを実施す る。各 自のプ レゼ ンテー ションが終 わるつど,約5分 程度の コメ

ン トを他の受講者および指導者が行 う。また,良 い点,改 善 してほ しい点を コ

メ ン トパシー トに記入 し,そ のつど発表者 に手渡す。各 自の プ レゼ ンテ ーシ ョ

ンの様子は,VTRに 収録 しているので,2回 目のプ レゼ ンテーシ ョンの準備

中に各 自順番に再生視聴 し,改 善 ポイ ン トを定めて,2回 目の準備 に反映 して

もらう。.コメ ン トの指摘 およ びコメ ン ト・シー ト上の改善 して欲 しい点の うち,

大 きな欠点でなおかっ納得 した ものだ けを改善 して もらうので,改 善効果がは

っきりと現れ る。

2回 目,3回 目も基本的に1回 目と同 じ要領で行 う。2回 目の促解促進型プ

レゼ ンテー ションは,2日 目の夕方 に準備 し,3回 目の午前 中に実施す る。V

TRの 再生視聴 は,3回 目の夕方3回 目のプ レゼ ンテー ションの準備 中に行 う。

3回 目の定着 ・応用促進型プ レゼ ンテーシ ョンの準備 は,3回 目の夕方 に行い,

4日 目の午前中に実施する。VTRの 再生視聴 は,4日 目の夕方の 「自己啓発

宣言文」の作成 と併行 して行 う。

カ リキ ュラムの最後の 「座談会 」で は,コ ース受講の感想 コメ ン トや コース

全体に関す る質問書や意見,今 後の要望な どをテーマと した。

表3-1の 標準 カ リキ ュラムに従 った運用マニ ュアルを次 のペ ージ以 降6ペ

ー ジにわたって収録 している
。 「研修 にあた っての留意点」および 「標準 カ リ

キ ュラム」の時間配分に したが って,事 務局が行 うべ きことを克明 に記述 して
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いる。その日に配布すべ き ものは,脚 注 にま とめてあるのて,忘 れ る ことな く

準備す ることがで きる。 この運用マニ ュアルがあれば,事 務局は完全 に クラス

・マネ ジャと しての役割 を遂行で きる。
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1.研 修にあた っての留意点

(1)教 室の設営

rコ」又 はrハ 」の字型の机 を配置

(1卓2人 で の例)

12人

※適時会場状況に応じて配置

16人18人

講 師 講 師

{2}OHPの 配 置

ス四 一ン ー黒 板 一 ス四 一ン

ノ/＼ ミ
ロ[i≡ コロ
廿 曾

OHPOHP

① 教卓 は,受 講生 と同 じ机 を使用す る。

②OHP台 は.可 能な限 り低 い もの を使用 する。

一つの 目安 は,フ ィルムを置 く位置が,受 講生用 の机 と

同 じ位の もの。(そ れ より低 ければ,な お,良 い)

③ ビデオ撮影につ いて

① ビデオ撮影 は,各 プ レゼ ンテー シ ∋ン.各 個人 に対 して行 う。

② 今 回のrプ レゼ ンテー ション」 とは

発表 者がそれ以外の者 を受講者 とみな し,r講 義』 を行 う事。発表者以外の者 は,r受 講者1

及 びr観 察者」(コ メ ンタ)と して,聴 講 す る。

③ ビデオテープ は,各 個人 に対 して1本 。3回 の プ レゼ ンテー ションを全て1本 の テー プに収

め る。(研 修後,比 較視聴 が行え る様 に)

④ プ レゼ ンテー シ ョンの発 表⇒撮影⇒視聴 の流れ

AM PM

第1日 目 動機 づけ ・意欲づけ型 プ レゼ ンテ ーシ ョン準備

配付 資料 ・OHP作 成

動機づ け ・意欲づ け型 プ レゼ ンテ ーシ ョン発表 r動機づ け ・意欲づ け型 プ レゼ ンテー シ ョン』

第2日 目 〔各 自5分 〕 個人 の ビデオテープの視聴 ・反 省

ビデオ撮影(発 表のみ) 理解促進 型プ レゼ ンテー シ ョン発表準備

配付 資料 ・OHP作 成

理解促進 型プ レゼ ンテー ション発表 『理解促進 型プ レゼ ンテー シ ョン」

第3日 目 〔各 自10分 〕 個人の ビデオテープの視聴 ・反 省

ビデオ撮影(発 表のみ) 定着 ・応用進型プ レゼ ンテ ーシ ョン発表準備

配付資料 ・OHP作 成

定着 ・応用 促進型 プ レゼンテー ション発表 r定着 ・応用促進型 プ レゼ ンテー ション』

第4日 目 〔各 自10分 〕 個人の ビデオテープの視聴 ・反 省

ビデオ撮影(発 表のみ) 自己啓発作文の作成
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時

9:30

9;35

10:10

11:20

11:30

12=30

13:30

15:30

15.:40

16:30

<内 容 〉 <教 材 〉 〈備 考 〉

■ 事務局 オ リエ ンテーシ ョン 講師 ・事務局自己紹介

■ 「講義」 〈1.コ ース概 要 と日程,自 己紹介 〉

1。 コー スの学 習 目標 と全体構成 の紹介

2.参 加者 自己紹 介(各1分 以内)

■ 「講義 」 〈2.学 習 と教授 の基本 〉

〈休 憩 〉

■ 「講義 」<2. 学習と教授の基本(続)〉

口 事務局準 備 〔TPフイルム ・TPメ ーカを並べ る〕

〔偏光回転板 ・偏光 フィルム用意〕

■ 「講義」<3. 視聴覚教材の効果的作成技法と

使用法 〉

「実演 」〈OHP教 材の 作成方法 〉

TKL89教 －TO1

TKL89教 －TO2

TKL89教 －TO2

TKL89教 －TO3

第

日

OHP作 成の実演

各TP・TPメ ーカを使 用す る。

口 事務局準備 〔OHPペン配布の用意〕

〈休 憩 〉

〔1人 ・1セ ッ ト〕

翌日の ビデオ撮影に控え,受 講者氏名記入済の

ラベルを貼付したビデオテープの用意

■ 「実 習」<4.動 機づ け ・意欲づ け型

プ レゼ ンテー ションの準備 〉

オ リエ ンテー ション1

2 個入指導及び助言

市販教科 書:「 説得力 ある発表のすす め」

TKL89教 －TO1:「 コー ス概要 と 日程」

TKL89教 －TO2:「 学 習 と教授 の基本」

TKL89教 －TO3:

TKL89教 －SO3

市販 教科書

「説 得力あ る発 技術のすすめ」

受 講者が聴講者(コ メ ンタ)に 配布す る資料 を

適時 提出 して もらい,人 数分 コピー し,提 出者

に原 本 ・コピー を渡す。

人数分⇒ 受講者が7人 以 下な ら1グ ループ

受講者が8人 以 下な ら2グ ル ープ

その為,グ ル ープ分 け した場合 は,多 い

に合わせた人数+講 師人 数

「視 聴覚教材の 効果的作成技法 と使用法 」

TKし89教－SO3:「 動機 づけ ・意 欲づけ型 プ レゼ ンテー シ ョンに際 しての お願 い」
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、

時間＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9:00 口 事務局準 備 〔VTR撮 影 準備 ・OHPIセ ッ トを別室へ移動 ・グル ー プ別VTR テープ用意〕 第

(別室 含む)(含 む スク リー ン)

9:30 ■ 「実 習」<5.動 機 づけ ・意欲づ け型 TKL89教 －WOl 二

プ レゼ ンテー ション〉 TKL89教 －WO2

*チ ーム別(2チ ー ム とし別教室 で実施) 別グループ担当講師が参加
日

1.オ リエ ンテ ー シ ョ ン 別教 室へ1グ ループ引率

2.チ ー ム 分 け VTR で受講者の発表風景のみ撮影。使用 テープ

3.VTR撮 影 は,ラ ベ ルを貼付 した個人毎の もの

4.プ レゼ ンテ ーシ ョン(各 自5分)
`

指 導者,観 察者 によ るコメ ン ト(各 自5分 程度)

ll:00

〈休 憩 〉

口 事務局 準備 〔別室のOHPlセ ッ トを講義教 室へ戻す〕

(含 む スク リー ン)

11:10 ■ 「講義 」 〈6.効 果 的な講義法.〉 TKL89教 －TO4

VTRテ ープ巻き戻 し

を行 って お く

12:30

13:30 ■ 「講義」 〈 τ コース準備 と教材作成上 の留意点 〉 TKL89教 －TO5

VTRテ ー プ視聴の用意

モニ タとの コー ド接続,テ ープ配列

「実習」が開 始 され たら,一 人 ずっ呼び

テープ再生。 テー プ終了の時点 でSTOPし

14:30 て もらう。⇒ 翌 日の撮影がす ぐで きる。

〈休 憩 〉

14:40 ■ 「実 習」<8.動 機づ け ・意 欲づけ型

プ レゼ ンテー ションのVTRの 視 聴と TKL89教 －SO2

理解 促進型 プ レゼ ンテー シ ヨンの 準備 〉

*VTRの 視聴時間は自由
受講者が聴講者(コ メンタ)に 配布する資料を

Lオ リエ ンテ ー シ ョン 適時提 出 して もらい,人 数分 コピー し～ 提出者

2.個 人指導及 び助 言 に原本 ・コ ピー を渡 す。

16130

TKL89教 －WOI:

TKL89教 －WO2:

TKL89教 －TO4:

TKL89教 －TO5:

TKL89教 －SO2:

「プ レゼ ンテー ションの評 価用紙 」⇒配布数 グルー プ人 数一1/1人配布+グ ループ人数/1me師

「動 機づけ ・意 欲づ け型 プ レゼ ンテー シ ョンの コメ ン ト ・シー ト」⇒ 配布数同上

「効 果的な講義法 」

「コース準備 と教 材作成上 の留意点 」

「理解 促進 型 プ レゼ ンテー ションの準備に さい してのお願 い」
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時

9:00

9:30

12:30

13:30

14:30

14:40

16=30

<内 容 〉

口

<教 材 〉

■

事 務局準備 〔VTR撮 影 準備 ・OHPIセ ッ トを別室へ移動〕

(別室含 む)(含 む ス クリ]ン)

「実 習」 〈9 .理 解促進型 プ レゼ ンテーシ ョン〉

*チ ーム別(2チ ームと し別教室で実 施)

1,オ リエ ンテ ーシ ョン

2,チ ーム分 け

3,VTR撮 影

4.プ レゼ ンテー ション(各 自10分)

指導者,観 察者によ るコ メン ト

TKL89教 －WO2

〈備 考 〉

第

VTRで 受講生 の発表風景の み撮 影。

昨 日の第1回 目のプ レゼ ンテー ションの

次に収録。

日

(各自7分 程度)

〈休憩は実習の進み具合いをみて〉

口 事務局準備 〔別室のOHP1セ ットを講義教室へ戻す〕

VTRテ ー プ巻き戻 し

を行 ってお く

受講生の数 によ り,早 めに 「実習 」が終

了 した場合,午 後の講義<10。 教育手法

～ 〉が行 われる場合が ある。

■ 「講義 」〈10.教 育 手法 と適用上の留 意点 〉

〈休 憩 〉

■ 「実習 」〈11.

TKL89教 －TO6

VTRテ ープ視聴 の用意

第2回 目の プ レゼ ンテー シ ョンの頭出

しを行 って お く。他 は,昨 日と同様。

理解促進型 プ レゼ ンテー ションの

VTRの 視聴 と定着 ・応用促進型

プレゼ ンテー シ ョンの準備 〉

*VTRの 視聴時 間は 自由

Lオ リエ ンテー ション

2.個 人指導及 び助言

TKL89教 －SO3

受講者が聴講者(コ メンタ)に 配 布す る資料 を

適時提出 して もらい,人 数分 コ ピー し,提 出者

に原本 ・コピーを渡 す。

TKL89教 －WO3:「 理解促進型 プ レゼ ンテー シ ョンの コメ ン ト ・シー ト」⇒ 配布数

グルー プ数一1/1人

TKL89教 －TO6:「 教育手法 と適 用上の留意 点J

TKL89教 －SO3:「 定着 ・応用促 進型 プ レゼ ンテー シ ョンの準備 に際 しての お願い」

グル ープ人数/1講 師
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←1
・・● 一… 彬 ぶ=

時間＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

←

9:00 口 事務局準 備 〔VTR撮 影準備 ・OHP1セ ッ トを別室へ移 動〕 第

(別室 含む)(含 むス ク リー ン)

9:30 ■ 「実 習」<12.定 着 ・応用促進 型 TKL89教 －WO4 四

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン〉

日

*チ ーム別(2チ ーム と し別教室 で実施)
VTRで 受講生の発表風景のみ撮影。

1.オ リエ ンテ ー シ ョ ン 昨 日の第1回 目の プレゼ ンテーシ ョンの

2.チ ー ム 分 け 次 に収録。

3.VTR撮 影

4.プ レゼ ンテー シ ョン(各 自10分)

指導者,観 察者 によるコメ ン ト(各 自7分 程度)

〈休憩は実習の進み具合いをみて〉

口 事務局準備 〔別室のOHPIセ ットを講義教室へ戻す〕

く

12:30

13:30 ■ 「講義」<13.プ レゼ ンテー ションの全体講評 と

要約 〉
プ レゼ ンテー シ ョン自体が早 く

L第1～3回 のプ レゼ ンテーシ ョンの まとめ 修 了すれば,r全 体講 評』が

午 前中に くりあが る。

14:30 ■ 「講義 」<14.イ ンス トラ クタの役 割使命 と TKL89教 －TO7

基本活動〉

VTRテ ープ視聴 の用意

第3回 目の プ レゼ ンテー シ ョンの頭 出

しを行 ってお く。他は,昨 日と同様 。
15:30

〈休 憩 〉

15:40

■ 「講 義」 〈14.イ ンス トラクタの役割使命 と TKL89教 －WO5

基本活動(続)〉 (原稿用紙)

「実 習」 〈自己啓発作文作成 〉

<定 着 ・応用促進型 プ レゼ ンテー シ ョン 作文作成終了

のVTRの 視聴 〉 ⇒原稿提出

⇒原稿 コピー

⇒原本は受講者に返却

16:30 i

TKL89教 －WO4:「 定着 ・応用 促進型 プ レゼ ンテ ーシ ョンの コメ ン ト ・シー ト」⇒配布数

グルー プ数 一1/1人 グル ープ人数/1講 師

TKL89教 －TO7:「 インス トラ クタの役割 使命 と基本活動 」

TKL89教 －WO5:「 イ ンス トラ クタの役割 使命」 自己啓発 ・原稿用 紙
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壁間＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9:30 ■ 「講義」 〈自己啓発作文 〉コメン ト

9:40 ■ 「講義 」 〈15 .コ ー スの 品 質 保 証 と効 果 測 定 〉 TKL89教 －TO8 第

五

11:00 日

〈休 憩 〉

11:10 ■ 「講 義 」 〈16 .OJTとOFF-JTと の 連 携 上 の工 夫 〉 TKL89教 －TO9

12:30

13:30 ■ 「講 義 」 〈17 .全 体 の ま とめ 〉 TKL89教 －T10

コ ー ヒー タイ ム

[コ 受講生+講 師に対 して コー ヒーを出す。 教授 法 アンケート

■ ア ンケ ー ト記 入 ・ビデ オ テ ー プ の配 布 個 人 別 ビデオテープ.

〔■ 全:=:樫 。ン技法。一,。.,配 布〕 〔
TKL89教 －SOl

TKL89教 －WO1 〕

14:30 ■ 「講 義 」 〈18.座 談 会 〉

15:30

<休 憩 〉

15:40 ■ 「講 義 」 〈18.座 談 会 〉

16:20

■ 事務局よりの連絡事項

(教室移動 ・事務局 の交代等)

16:30

TKL89教 －TO8:「 コー スの 品 質 保証 と効 果 測 定 」

TKL89教 －TO9:「OJTとOFF-・JTと の連 携 上 の 工 夫 」

TKL89教 －T10:「 全 体 の ま とめ 」

******「 教 授 法 ア ンケ ー ト」

⇒Aコ ースの場合のみ
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② コミュニケー ション技法

「コミュニケーション技法」の標準 カ リキュラムは,表3-2に 示 した通 り

である。

当 コースの中心は,2回 にわた るイ ンタビュー実習 と提案書作成実習である。

インタビュー実習は,グ ループ別のロール ・プ レイ ングで実施する。各 グルー

プは4人 で編成す る。4名 の うちの2名 がイ ンタビューアと被イ ンタ ビューア

の役割を演 じ,残 りの2名 が観察者をつ とめる。イ ンタビューア と被イ ンタ ビ

ューアは順番 に交替 して,全 員が必ずイ ンタビューアと被 イ ンタビューア体験

するよ うにする。観察者 は,イ ンタビューアが終 わるつど,感 想 を述べ ると同

時に,コ メン ト・シー トをイ ンタビューアに手渡す。

情報収集型 イ ンタビューアは,初 日の午後に実施す る。 インタビューアは,

被 イ ンタビューア(客 先の役割)が あ らか じめ用意 した 「システム現況」基づ

いて,現 行 システムに関する情報や問題点を収集す る。イ ンタビュー時間は20

分である。

情報収集型のイ ンタ ビューで収集 した情報に基づいて,2日 目の午後提案書

を作成す る。提案書作成実習では,提 案書の表紙,提 案要 旨,提 案主 旨(理 由),

提案内容,提 案の特徴,実 行計画 などを作成す ると同時に,提 案内容に関 して

は必ず ビジュアル表現を工夫する。

各自が作成 した提案書 に基づいて,2日 目の夕方に説得型のイ ンタビューを

実施 し,相 手客先 を説得す る。イ ンタビューの相手は,当 然 の ことなが ら,情

報収集型イ ンタビューでの客先 と同 じである。説得型 イ ンタビューの待 ち時間

は15分 である。その他 のイ ンタビューでの実施要領は,情 報収集型イ ンタ ビュ

ーの場 合 とほぼ同様である
。説得型 インタ ビュー実習のま とめと提案書内容 の

発表および講評 は,3日 目の午前中の最初の時間に行 う。

「コ ミュニケーシ ョン技法」の運用 マニ ュアルは,次 のペ ー ジ以 降4ペ ー ジ

にわた って収録 してある。参考 に して ほ しい。
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09121316漢 30303030

1.SEと コ ミュニ ケ ー シ ョ ン総 論 2.口 頭技術 3,文 書 表現技 術 4.情 報収集型 イ ンタ ビュー 5,情 報収集型 インタ ビュー

川SEに 必要 な能力 ・技術 川話し言葉と聴き方の基礎 川書き方の基礎 実習 実習のまとめ

第 ② コ ミュニ ケーシ ョンの基本原理 ・話 し言葉の特長 (2)企画提案書 の書 き U}グ ル ー プ 別 ロ ー ル ・プ レ

{3)コ ミュニ ケー シ ョ ンの 種類 と活 ・聴 き方の基礎 方 イ ング

6 用場面 {2}イ ン タ ビ ュ ー技 法

・イ ン タ ビ ュー の 目 的

日 ・イ ンタ ビュー技術 の特長

〔3精報 収集型 インタ ビュー
・す すめ方 ・実施上 の留意点

6.文 書表現技術 7,提 案 書作成実習 8.提 案書作成実 習 9,口 頭技術 1b.説 得型 イ ンタ ビュー実習

川 ビジュアル表現の使 い方 (続) 〔D説得型 イ ンタ ビュー (Dグ ルー プ別

第 ・ビジュアル表現の 目的 と効果 ・すすめ方 ロー ル ・プ レイ ング

・ビジュアル表現の種類 と活用 ・実施上の留意点

7 ・グラフの作 り方

日

・イラ ス ト・絵図の使 い方 ・描 き方

11,説 得型イ ンタ ビュー実習の 13.指 導 上 の ポ イ ン ト'

第 まとめ 川全体のまとめ

12.提 案書 内容の発表 ・講評 {2)コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン向 上 の 一 般 的

8 留意点

(3)教育 コー ス計画;運 営上の留意点

日 (4職場指導上の留意点

co

トo

「
U
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コ ミュニ ケ ー シ ョ ン技 法

運 営 マ ニ ュア ル





繍 ＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9:30 ■ 事 務 局 オ リエ ンテ ー シ ョ ン

1.講 師 紹 介 第

9:35 ■ コ ー ス ・オ リエ ンテ ー シ ョ ン

1.効 果的な研修への取組 一

9:45 ■ 「講 義 」 〈LSEと コ ミュニ ケー シ ョン総 論 〉 TKL89コ ーTOl

日

11:00

〈休 憩 〉

ll:10 ■ 「講義」〈2.話 し言葉 と聴き方の基礎〉 TKL89コ ーTO2

■ 「講 義 」 〈3.イ ンタ ビュー技 法 〉 TKL89コ ーTO3

■ 「講 義 」 〈4.情 報 収 集 型 イ ンタ ビューの す す め方 〉

12=30 〈システム現況を昼休み中に記入完成をお願いする〉(全 日程出席者は,教 授法で配布済)

(後 半 ・コ ミュニ ケー シ ョン技法 よ り出 席 の方 は,送 付 済)

口 事務局作業 〔『システム現況』回収〕

13:30 ■ 「講 義 」 〈5.文 書 表 現 技術 〉 TKL89コ ーTO4

〔]事 務局準備 〔回収 したrシ ステム現況』を

1グ ループ人数分+講 師分 コピー〕

14:00 ■ 「実 習 」 〈6.イ ンタ ビ ュー展 開 プ ラ ンの 作成 〉 TKL89コ ーSO2

TKL89コ ーWO2

1.グ ル ー プ分 け システム現況 を

2.実 施方 法 につ い ての オ リエ ンテ ー シ ョン グループ毎配布

3.イ ンタ ビュー 展開 プ ラ ン作 成

14:30 ■ 「実 習 」 〈7.情 報収 集 型 イ ンタ ビュー 〉

(受講者 によ る机移動)

16:0G ■ 「実 習」 〈8.情 報 収集 型 イ ンタ ビュー ま とめ 〉

口 事務局準備 机配列(ハ の字 ・講義形式)

TKL89コ ーTOI:rSEと コ ミュニ ケ ー シ ョン総 論 」

TKL89コ ーTO2:「 話 し言 葉 と 聴 き方 の基 礎 」

TKL89コ ーTO3:「 イ ンタ ビ ュー技 法]

TKL89コ ーTO4:「 文書 表 現技 術 」

TKL89コ ーSO2:「 実 習の す す め方(そ の2)(情 報収 集 型 イ ンタ ビュー)」

TKL89コ ーWO2:「 イ ンタ ビ ュー ・コ メ ン ト ・シー ト(情 報収 集 型)」

(配 布 数 グル ー プ人 数 一1/1人 配 布+総 人数/講 師)
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越＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9:30 ■ 「講 義 」 〈9.文 書 表現 技 術 〉 TKL89コ ーTO4

(前日配布済) 第

10:20 〈休 憩 〉, 二

10:30 ■ 「実 習」 〈10.提 案 書作 成 〉 TKL89コ ーSO3

TKL89コ ーWO3 日

1.実 施 方 法 に っ いて の オ リエ ンテ ー シ ョン

2コ メ ン ト

12:30

13:30 ■ 「実 習」 〈11.提 案 書作 成(続)〉

A

14:30 ■ 「講 義 」 〈12.説 得 型 イ ンタ ビ ュー 〉 TKL89コ ーTO3

口 事務局作業 〔提案書 コピー〕

(グループ人数分/1人 配布⇒1部 講師)

15:00 〈休 憩 〉

15=10 ■ 「実 習j〈13.説 得型 イ ン タ ビュー実 習 〉 TKL89コ ーSO4

(受講者による机移動) TKL89コ ーWO4

1.実 施 方 法 につ いて の オ リエ ンテー シ ョン

2.コ メ ン ト

16:30 ■ 問題発見 ・解決技法 ワー クシー ト配布 様 式 一1

口 事務局準備 机配列(ハ の字 ・講義形式) 事 前 アンケ・・ト(例)

コピー した提案書(講 師用)でOHP

作成

TKL89コ ーTO3:「 イ ン タ ビ ュ ー 技 法 」

TKL89コ ーSO3:「 実 習 のす す め 方(そ の3)(提 案 書作 成)」

TKL89コ ーWO3:「 提 案書(表 紙 ・要 旨 ・提 案内 容 ・実 行計 画 ・ビ ジュア ル 表現(例)」5P分

TKL89コ ーSO4:「 実 習 のす す め 方(そ の4)(説 得型 イ ンタ ビュー)」

TKL89コ ーWO4:「 イ ン タ ビ ュー ・コ メ ン ト ・シー ト(説 得 型)」

(配 布 数 グル ー プ人 数 一1/1人 配布+総 人 数/講 師)

問 題 発 見 ワー ク シー ト:「 様 式 一1問 題 の 提示 」

:「 問題 の 提 示 事 前 ア ンケ ー ト(例)」

一70一



時間＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 <備 考 〉

9:30 ■ 「講 義 」 〈14.説 得 型 イ ンタ ビ ュー実 習の まとめ 〉 TKL89コ ーTO4

第

10:00 ■ 「講義 」 〈15.提 案書 内 容の 発 表 ・講 評 〉

三

10:30 ■ 「講義 」 〈全体 の ま とめ 〉

日

11:20

<休 憩 〉

11:30 ■ 「実 習 」 〈16.指 導 上の ポイ ン ト〉 TKL89コ ーTO5

TKL89コ ーTO6

TKL89コ ーTO7

TKL89コ ーTO8

12:30 口 ア ンケ ー ト記 入 ア ンケ ー ト

口 事務局準備 「問題発見 ・解決技法』準備8

TKL89コ ーTO5=「 指導 上 の ポ イ ン ト」

参 考 資料

TKL89コ ーTO6:「 会 議の 進 め方,報 告 書 の 書 き方,

TKL89コ ーTO7:「 ア ンケ ー ト調 査 の技 法 」

TKL89コ ーTO8:「 資 料調 査 の技 法 」

情報処理技術者のための論文の書 き方」
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(3)問 題発見 ・解決技法

「問題 発見 ・解決技法」 コースの標準 カ リキュラムは,表3-3に 示 してあ

る。

当 コースは,大 半 の時間が グループに分かれての演習で ある。1つ の グルー

プは数人の受講者で編成す る。演習 は,「 問題 の発見」,「 問題の分析」,「 創

造的解決案 の提案」,お よび 「実行計画の作成 」の4段 階 にわた って実施す る。

なお,グ ループ編成 にさい して は,あ らか じめ受講者がかかえている問題を用

意 して きて もらい,で きるだけ共通 の問題をかかえている受講者を1つ の グル

ープにす るように配慮 している(実 際にはグループ分けは演習1で 行 う)
。

当コースの初 日は,午 後 か ら始ま る。最初に 「問題発見 ・解決技法総論」の

講義を行 った後,「 問題 の発見」の演習 に入る。 ここで は,ま ず演習のオ リエ

ンテ ーシ ョンを行 った後 で,各 自の問題提示 とグループ分 けを行 う。

2日 目は,午 前中か ら午後 にかけて演習2「 問題分析」を行 う。 これ以降の

演習 は,す べて演習1で 編成 した グループ単位で実施す る。 「問題分析 」の演

習 に先立 って,ま ず講 師が オ リエ ンテー ションを行い,演 習に入 る。 グループ

で問題状況を確認 し,問 題の構造化 を行 うその うえで,本 質的問題の探究を行

う。

「問題分析」が完了す ると,手 締 を行 い,「 創造的解決策の提案」の演習に

入 る。 この演習は,2日 目の午後か ら3日 目の午前中にわ たって実施する。2

日目の午後 は,解 決 目標を設定す る。3日 目の午前中 は,ま ず講師 によ るオ リ

エ ンテー ションを行 ったあ とで,演 習に入 る。 ここで は,代 替案 を作成 し,解

決策の評価 と選択 を行 う。

3日 目の午後になると,講 師によるオ リエ ンテー ションに引 き続 いて,「 実

行計画の作成」演習 に入 る。実行計画の作成が完了す ると,そ の発表を クラス

全体で行い,講 師が コメ ン トを行 う。なお,コ ースの随所で必要に応 じて補足

講義を入れ るよ うに してい る。

本 コースの運用 マニ ュアルは,次 のペー ジ以 降4ペ ージにわた って収録 して

いるので,参 考に して ほ しい。
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1

心
ω
一

義3-3 「問題発見 ・解決技法 」標準 カ リキュラム

ぎ 09121316

30303030

第

8

日

講義1 演 習11問 題の発 見

・SEと 問題 発見 ・解決

技法

・問題 の発見

・各 自の問題提 示 とグループ分 け

第

9

日

演習2:問 題分析 演習2:問 題分析 演 習3:創 造 的解 決策(δ提案

・問題状況 の認識 ・本質的問題の探究 ・解決 目標の設定

第

10

日

演習3:創 造的解決策の提案 演習4:実 行計画作成

全体発表

講義2.

指導 上の ポイ ン ト

・代替案の策定

・解決策の評価選択





問題発見 ・解決技法

運営 マニ ュアル





時間＼ 〈内 容 〉 〈教 材〉 〈備 考 〉

.第

一

《
コ ミュニ ケ ー シ ョ ン技 法 日

口 事務局準備 移動式黒板

13:30 ■ 事 務局 オ リエ ンテ ー シ ョン
、

、■プ

1.講 師 あ い さつ

13=35 ■ コー ス ・オ リエ ンテ ー シ ョン

1.コ ー スの 目的 ・日程 ・心 構え の 説明

13:40 ■ 「講義」 〈L問 題発見 ・解決技法総論 〉 TKL89問 －TO1

TKL89問 －TO2・ .

14:10 ■ 「実 習」 〈2.問 題 の発 見 〉

1.演 習 オ リエ ンテ ー シ ョ ン(カ ー ド法 解 説) TKL89問 －TO3

14:40 2問 題の提示 ・グループ分け 教材 セ ッ ト

15:00 3 .カー ド法 に よ る問題 提 示 ・確 認 模造紙

移動式黒板

(グ ル ー プ毎)

16:30

TKL89問 －TO1:「 問 題発 見 ・解決 技 法

TKL89問 －TO2:「 問題 発 見 ・解決 技 法

TKL89問 －TO3:「 問 題発 見 ・解決 技 法

総論」

概要」

手法と事例」
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時間＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9:30 ■ 「実習 」 〈3.問 題 分 析 〉 第

1.オ リエ ンテ ー シ ョ ン 二

2問 題状況認識

3問 題構造化 日

12:30

13:30 ■ 「実習」 〈3.問 題分析(続)〉

4.本 質的問題 の探究 市販教科書

システム工学 入 門

15:00 ■ 「実習」〈4.創 造的解決策の提案 〉

1.解 決目標の設定

16:30

市販教科書:「 システム工学入門」
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甦＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9:30 ■ 「実 習」〈5.創 造 的解 決策の提案 〉 模造紙 第

(グ ループ毎)

1.演 習 オ リエ ン テ ー シ ョ ン
三

2.代 替案の策定

3.解 決策の評価選択

」

日

12:30

13:30 ■ 「実習 」〈6,実 行計画作成 〉

1.オ リエ ンテ ー シ ョン

2.実 行計画 作成

14:50 ■ 「実習 」〈7.実 行計画 の発表 〉

L発 表

2.講 師 コメ ン ト

15130 ■ 「講義 」〈8.指 導上の ポイ ン ト〉 TKL89問 －TO4

16:20 ■ 修了式 修了証

1,ア ンケ ー ト記 入

2。 講師 あい さっ

3.修 了証 の授与 各種成 果物 は回収 し,CAITに て縮小 コ ピー

⇒各受講者に郵送

TKL89問 －TO4:「 指 導 上 の ポ イ ン ト」
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(4)ソ フ トウェア開発技術

「ソフ トウェア開発技術」 コースの標準 カ リキ ュラムは,表3-4に 示す通

りであ る。

これまでの コースとは異 な り,講 義中心 に進 め られている。演習は初 日の午

後だけで あり,要 求定義 とシステム設計段階を対象に した ものである。演習結

果 に対す るまとめと演習問題解答例の提示 は,2日 目の午前中に行 って いる。

また,2日 目の最終 に 「個別課題」を提示(自 社 におけるツールの状況や標準

化 に関す るもの)し,3日 目の午前中に全員に発表させている。

「ソフ トウェア開発技術」 コースの運用マニ ュアルは,次 頁以降4ペ ー ジに

わたって収録 してあるので,参 考に してほ しい。
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1.「 ソ フ トウ ェア 工学 概 論 」 2.「 要求定義技法 」 3,「 シ ス テ ム設 計 技 法 」 4.「 要求定義 ・システム設計」演習

第 U腰 求定義とは 川 システ ム設計の手順

6

②良い要求定義とは {2レ ステム設計の技法

目

5.「 要 求 定 義 ・シス テ ム 設 計 」 6.「 プログラム設計技法」 7.コ ー デ ィ ング 個

第 演習のま とめと発表 〔D構 造化プ ログラム 8.・ テ ス ト 別

② プログラム図化技法 課

7 {3}デ ィス カ ッ シ ョ ン 題

提

日 示

9,個 別課題のまとめと発表 10.指 導上の ポイン ト

第

8

日

co

工

「
＼

7
q

H
ぺ
囲

謙

戴
惑

」

こ
十

μ
Ψ





ソフ トウ ェア開発技 術

運営 マニ ュアル





時間＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9:30 ■ 〈1.事 務 局 オ リエ ンテー シ ョン 〉 第

9:35 i 「講義 」 〈2.ソ フ トウェ ア工学 概 論 〉 TKL89ソ ーTO1

、

一

日

11:00

<休 憩 〉

11:10 ■ 「講 義 」 〈3.要 求 定 義技 法 〉 TKL89ソ ーTO2

12:30

13:30 ■ 「講 義 」〈4.シ ステ ム設 計技 法 〉 TKL89ソ ーTO3

15:00

<休 憩 〉

15:10 ■ 「実 習j〈5.要 求定 義 ・シ ステ ム設 計演 習 〉 TKL89ソ ーTO4

CAIT-A4

1.オ リエ ンテ ー シ ョ ン 方眼紙

21グ ループ指導及び助言

16:30

TKL89ソ ーTOI:「 ソフ トウェ ア工学 概 論 」

TKL89ソ ーTO2:「 要 求定 義1

TKL89ソ ーTO3=「 シ ステ ム設 計 」

TKL89ソ ーTO4:「 要 求定 義 ・システ ム設 計 演 習 問題 」
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時間＼ 〈内 容〉 〈教 材 〉 <備 考 〉

9:30 ■ 「実 習 」 <6.要 求 定義 ・システ ム設 計 演習 第

まとめと発表 〉

口 事務局準備 〔TPメ ー カ ・TPフ ィル ム用意 〕 二

(演習結果の発表よ宇OHP作 成)

1. グループ指導及び助言 日

2発 表

11:00

〈休 憩〉

11:10

12:30

13:30 ■ 「講義」〈7プ ログラム設計技法 〉 TKL89ソ ーTO5

14:30 ■ 「講 義 」 〈8.コ ー デ ィ ン グ 〉 TKL89ソ ーTO6

〈9.テ ス ト技 法 〉 (解答例なので

配布 タイ ミング

は講師と相談)

16130

演 習 問題解 答例:「 塚 村 商 事株 式 会社殿 出 張仮 払 ・精算 システ ム」

TKL89ソ ーTO5:「 プ ログ ラム設 計 プ ログ ラ ミング技 法 テス ト技 法 保 守 技法

ドキ ュメ ン トと ツー ルJ

TKL89ソ ーTO6:「 ソ フ トウ ェア開 発技 術 デ ィス カ ッ シ ョンのテ ー マ と解 答 例 」
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時へ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 <備 考 〉

9:30 ■ 「実 習 」 〈10.個 別 課 題の まとめ と発表 〉 第

三

日

11:00

〈休 憩 〉

11:10

■ 「講 義 」 〈11.指 導上 の ポ イ ン ト〉 TKL89ソ ーTO7

12:30 ■ ア ンケ ー ト記 入

口 事務局準備 rプ ロジ ェ ク ト管理 』8

TKL89ソ ーTO7:「 ソフ トウェア 開発技 術 指導 上の ポ イ ン トj
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(5)プ ロジェク ト管理

「プ ロジェク ト管理 」コースの標準 カ リキ ュラムは,表3-5に 示 してある。

当コースで は,グ ループ討議 と講義 とを相互 に繰 り返 しなが ら,コ ースの展

開を行 って いる。 グループ討議 は,討 議 に先立 って与 え られたプ ロジェク ト管

理の事例 に基づいて,実 施 している。つまり,グ ループによる事例研究(ケ ー

ス ・ス タデ ィ)法 であ る。まず,初 日の グループ討議(1)で 問題点の洗 い出 しと

整理を行 い,そ の結果を発表す る。2日 目の グループ討議(2)で は,発 表内容か

ら要点を抽出 し,問 題点の原因分析を行 う。さ らに,3日 目の午前 中のグルー

プ討議(3)で,事 例 におけるプ ロジェク ト管理での最重要 項 目を抽出 し,そ れの

解決策 を検討 して,そ の結果を発表す る。 なお,2日 目の演習は,個 人課題で

あり,自 社 におけ るプ ロジェク ト管理の問題点 とその解決策を レポー トにまと

め,翌 朝 それを発表す る。

「プ ロジェク ト管理 」 コースの運用 マニ ュアルを次 のペ ー ジ以降に示 してい

るので,参 考 に して ほ しい。
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オ リエ ンテ ー シ ョ ン 1.プ ロジェク ト管理 概要 2,グ ルー プ討議川

第

8

日

3,グ ループ討議② 4.発 表{D 6,品 質管理 9.グ ル ー プ 討 議{3} 10.演 習

第 7.原 価管理 ・各人の会社での問題点解決

8,外 注管理 策の検討

9

日

5,工 程 管理

11.グ ル ー プ 討 議(4) 13.プ ロ ジ ェ ク ト組 織 14,指 導 上 の ポ イ ン ト 15.演 習

第 プ ロジェ ク ト管理のための諸指標 ・各人の会社での問題点解決策の

発表

10 12,発 表(2)

日

ω

ー

口
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プ ロ ジ ェク ト管 理

運 営 マニ ュアル





時 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

第

ソフ トウェア開発技術 一

口 事務局作業 〔プロジェク ト管理担 当講師にオリエ ンテ 日

一 ション時に受講者のプロジェク ト管理 に関す る悩み

を話 して もらうか どうか確認。⇒ そ うであ るな ら,

ソフ トウェア開発技術 アンケー ト時に受講者へ,そ の

12:30 旨通達〕

口 事務局準備 〔移動式黒板(ま たはホワイ ト・ボー ド)

グループ分用意

都合がっか ない場合⇒会場壁面使用〕

〔消 耗 品 セ ッ ト(マ ジ ック ・ポ ス トイ ッ ト

等 の ビニ ール ケ ー ス)グ ル ー プ分 用 意 〕

口 事務局準備 〔移動式黒板 ・消耗品セ ット〕

13:30 ■ 事務局 オ リエ ンテー ション(講 師紹介)

13:35 ■ コー ス ・オ リエ ンテ ー シ ョン 講師用 コメン ト

1.コ ー ス概 略説 明 ・ シ ー ト

2.参 加者 自己紹介(各5分 以内) TKL89プ ーSO1

(自分 自身困っている問題を発表 して もらう,

バ ック グ ラ ン ド 等)

(グループ討議のグループ分 けを考えてお く)

14:30 ■ 「講 義(D」 〈プ ロ ジ ェ ク ト管 理 概要 〉 TKL89プ ーTO1

15:30

〈休 憩 〉

15:40 ■ 「グル ー プ討 議1}」 TKL89プ ーTO2

(共通テーマとして簡単な事例を作成配布する) TKL89プ ーWO1

TKL89プ ーWO2

Lグ ループ分け TKL89プ ーSO2

2.問 題の抽 出(簡 易KJ法 でや らせる) 移動式黒板

3.グ ルー プ討 議 指導 消耗品セ ッ ト

16:30

TKL89プ ーSO1:「 グ ル ープ討 議 等 の しお り」

TKL89プ ーTO1:「 プ ロ ジ ェク ト管理 概 要 」

TKL89プ ーTO2:「 プ ロ ジ ェク ト管理 一事 例 一」

TKL89プ ーWO1:「 事 例 の 問題 点 の抽 出 」

TKL89プ ーWO2:「 浅 井 課 長の 採 るべ き解 決 策 」

TKL89プ ーSO2:「 失 敗 に到 った共 通原 因 」
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壁間＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9:30 ■ 「グ ルー プ討 議(2}」 第

i.事 例の問題点のまとめ

2.グ ルー プ討 議指 導 二

11:00 日

〈休 憩 〉

11:10 ■ 「発 表(1)」

1.事 例の問題点をグループ別に発表 させ る

(模造紙 にまとめさせる)

11:40 ■ 「講義(2}」〈工程管理 〉 TKL89プ ーTO3

12:30

13:30 ■ 「講義(3)」 〈品 質 管理 〉 TKL89プ ーTO4

14:00 ■ 「講義(4)」〈原価管理 〉 TKL89プ ーTO5

14:35 ■ 「講義(5h〈 外注管理 〉 TKL89プ ーTO6

,

♂

15:10

〈休 憩 〉

15:20 ■ 「グループ討議3)」 CAITA4用 紙

i.事 例の問題点に対す る解決策の検討 (2～3枚)

2.グ ル ー プ討 議 指 導

16:20 ■ 「課題の説明」 TKL89プ ーSO3

(自社 における課題と解決策について)

16:30

TKL89プ ーTO3:「 工程 管 理 」

TKL89プ ーTO4:「 品質 管 理 」

TKL89プ ーTO5:「 原 価管 理 」

TKL89プ ーTO6:「 外 注管 理 」

TKL89プ ーSO3:「 自分が 抱 え て い る問題 の 解 決 策 」
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時禽＼ 〈内 容 〉 〈教 材 〉 〈備 考 〉

9130 ■ 「グループ討議4)」 第

1,事 例 の問題点 の まとめ

(模造紙) 三

10:40 ■ 「発表{2)」

L事 例の解決策をグループ別に発表させ る 日

11:10 ■ 「講評(1)」

11:20

〈休 憩 〉

11:30 ■ 「講 義⑥ 」<プ ロジェク ト組織 TKL89プ ーTOl (配布済)

プ ロジェ ク ト管理の ための諸指標 〉 TKL89プ ーTO7

12:30

13:30 ■ 「講 義{7}」〈指導上の ポイ ン ト〉 TKL89プ ーTO8

14:20 ■ 「演 習ω 」 CAITA4用 紙

自社 における問題点 と解決 策の レポ ー トま とめ させ る

口 事務 局準備 〔受講生 レポー トの コピー ・

OHPシ ー トの作成〕

15:20 ■ 「発表⑧ 」

自社における問題点と解決策のレポー トを発表させる

(各 自2～3分)

口 事務局 準備 〔お茶(コ ー ヒー等)の 注 文〕

16:15 ■ ア ンケー トの記入

口 お茶 出 し(コ ー ヒー等)

16125 ■ 修了式 く先生より授与 してもらう)

16130 ■ あとかたずけ

TKL89プ ーTO8:「 プ ロジェク ト管理 とは]

TKL89プ ーTO8:「 プ ロジェク ト管理 指導上の ポイ ン ト」

(TKL89プ ーTO8:「 ソフ トウェア産 業におけ る管理 の基本 」)⇒ 講義で使用 しなければ,ア ンケー ト

記入時に配布
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4.情 報処理教育指導者育成用カ リキュラム編成 と

学 習 指 導 計 画

4.1カ リキ ュ ラ ム 編 成 の 留 意 点

情報処理教育指導 者を育成するための カ リキュラムを どのよ うな内容で編成

すべきかは,教 育指導者 にどのよ うな職務遂行を期待す るか にかかっている。

総論の1.2「 情報処理教育指導者 の職務 」の項で説明 したよ うに,教 育指導者

の職務 と しては,次 に示す ような6つ の分野が考え られ る。

① 人材育成戦略の策 定

②SE的 人材の標準的育成体系 の確立

③ 教育実施計画の立案

④ 教育 コー スの開発(含 むカ リキ ュラムの作成)

⑤ 教育実施の担 当と実施 クラスの評価

⑥ 事務局(ク ラス ・マネ ジャ)の 役割

これ らの うち⑥ の事務局 としての役割だ けを遂行す るのであれば,前 章の3.

3で 示 したような 「運用 マニ ュアル」が完備 していれば,特 別な育成指導 は不

要であろ う。職務の④か ら⑥ までを遂行す るのであれば,本 育成指針の 「教授

法」のよ うな コースの受講が必 須になる。 ただ し,「 教授法」 コースで はカ リ

キ ュラムの作成技法のテーマがないので,こ れ に関 して は別途学習す る必要が

ある。

教育指導者 として,職 務の①か ら③の範囲 も担 当す るとな ると,さ らに別の

コー スを受講 す る必要があ る。例えば,中 央 情報 教育 研究所 が開 講 して い る

「教育 プラ ンナ養成 コース」の類 の コー スを受 講 す べ きで あ る。 ち なみ に

「教育 プラ ンナ養成 コース」のカ リキ ュラムを表4-1に 示す。
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開講式 口 「基調講義」 口 「演 習」 口 「演 習」 口 「演習」

第 利 エンテーカ ン

自己紹介 「戦略的教育 プランナ ー ・基調 講義か ら ・企業戦 略 ・人材戦略連動 にっ いての ガイ ド 「我が社の人材育成戦略プラ ン」作成

一 とはな にか」 感 じたこと ・企業戦 略 ・人材戦略連動 プラ ンの作成

・チ ー ム ・デ ィ ・チ ー ム発 表

日 一人材育成の基本的視座と ス カ ッシ ョ ン ・フ ォロー ・コメン トと人材戦略立案の ポイン ト

アプローチ方法にっ いて 一 ・全 体 デ ィ ス カ ッシ ョ ン

第 口 「演習」 口 「講義 」 口 「演 習」
昼

口 「演 習」(続) 口 「事例紹介 」 口 「演習」

第 一 (続)

ふ日 「人材育成 イメー ジ ・ 「戦略的人材 ・チーム検討結果発表 「我が社の人材育成戦 略プラ ン]作 成

二 りの 課題分析」の作成 育成施策立案 ・チ ー ム ・デ

か の ポ イ ン ト」 イ ス カ ッ シ 「我が社 の人 材育成施策 プラン」作成

日 え ・チ ー ム ・デ ィ ス カ ッ シ ヨ ン

り ヨ ン

第 第 口 「講義 」 口 「演習」 口 「演習」

ふ二

三 り日 「育成施策の 具体的展開方法 」 「我 が社における教育の具 体的展開 プラン」作成 「我が社の○○○教育企画提案書」

かの および 「ネ ック対処」作成

日 え 食

り

口 「演習 」 口 「フ ォ ロー 講義 」 口 「総括 」

第 第

ふ三 1)第3日 最終 レポー トの全体確認 「ネ ック対処 重点 フ ォロー」 D研 修全体の ポイ ン トのふ りかえ り

四 り日 2)全 体への チーム発表 2)教 育 プラ ンナーと しての自己研鎖

かの 3)フ ォ ロ ー ・コ メ ン ト 3)修 了式

日 え 4)ネ ック対処:重 点テーマ絞 りこみ 4)ミ ニ ・パ ー テ ィ

り 5)ネ ック対処 にっいてチーム検討

6)結 果発表
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当コースは,情 報 サー ビス産業会社 における教育 プランナーを育成す ること

を目的に した コースであ り,次 のような内容を主要なテーマに している。

① 情報サー ビス産業における企業戦 略 と人材育成戦略のあ り方,教 育 プラン

ナの役割

② 演習:「 我が社 の人材育成戦略プラ ン」作成

③ 戦略的人材育成施策立案の ポイ ン ト

④ 演習:「 我が社の人材育成施策 プラ ン」作成

⑤ 育成施策の具体的展開方法

⑥ 演習:「 我が社の教育実施企画提案書 」作成

⑦ ネ ック対処重点 フォロー

なお,ネ ックとしては次の ような ものが指摘 されて いる。

・計画 どお りに教育 に参加で きない

・OJTの 効果が上 が らない ・定着 しない

・教育の効果測定が難 しい

・適 当な社内イ ンス トラクタが探せない

・社外講師を活用す るのが難 しい

・外部磯間(コ ース)を 活用するのが難 しい

・適当な教材の選択 ・作成が難 しい

・教育 ・CDP・ 人材が うまく リンクで きない

・トップ,人 事担 当や所属管理者の理解が得に くい

・個別学 習の効果が上が らない

・教育プ ランナと しての力が充分 に発揮で きない

こうした様 々なネ ックに対 して,講 師 と受講者 とが一体 となって,原 因を考

え対処策 を検討 してい く。

ともあれ,職 務の① か ら③ の範囲 まで も担 当す るのであれば,こ のよ うな コ

ースへの出席が欠かせないのである
。

教育指導者 に必要 なのは,教 育理論ではない。理論よ りも実践 の方が大事で

ある。ち ゃん と独力でで きるよ うにな ることが重要であ る。そのためには,

「教授法 」や 「教育 プラ ンナ」 コースにみ られ るよ うに,ロ ール ・プ レイング
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や演習中心の考究型,実 践型カ リキ ュラム編成にす る必要が ある。講義主体の

知識蓄積型のカ リキ ュラム編成 は望ま しくない。絶対 にさけてほ しい。 また,で

きるだ け受講者それぞれの欠点や弱点 に気づかせ,自 らが納得 して,欠 点の除

去や弱点の改善に注力す るよ う仕向けることが大切である。 「教授法」 コース

の3回 にわたるプ レゼ ンテ ーションは,ま さにこの考 え方を実践 している格好

の例であ る。

SE的 人材の育成指導に当たる情報処理教育担 当者 を育成す るためには,単

に 「教授法」や 「教育 プランナー養成」 コースを受講す るだ けでは不十分で あ

る。た とえ,SEと しての実務経験が豊富であって も,教 育指導面で は未熟で

ある。 したが って,情 報処理教育指導者 と しての初期段階には,で きるだけモ

デルにな るようなSE教 育 コースを受講すべきであ る。本育成指針の各論で示

した 「コ ミュニケー ション技法」,「 問題発見 ・解決技法」,「 ソフ トウェア

開発技 術」および 「プロジェク ト管理」の4コ ースは,一 種のモデル ・コース

であ る。 このよ うな コースを受講す ることによ って,教 育指導上の ノウハウを

修得す る ことである。

表4-2SEに 共通す る知識 ・技術(本 指針で示 した ものを除 く)を

教育指導す るための コースの種類 と時間数の例

コ ー ス 名
時 間 数

1 日 数
講 副 演 習

シ ス テ ム の 分 析 ・設 計 技 法

　

21.0 39.0 10.0

シ ス テ ム 構 成 技 法 18.O
I

6.0 4.0

計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 20.0 10.0 5.0

セ キ ュ リテ ィ と シ ス テ ム 監 査 16.0 8.0 4.0

デ ー タ ベ ー ス の 基 本 技 術 15.0 6.0 3.5

通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 26.0 4.0 5.0

基本 ソフ トウ ェアの機能 と性能評価 20.0 10.0 5.0

エ キ ス パ ー ト ・ シ ス テ ム 23.0 37.0 10.0
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多 くのSEタ イプに共通する知識 ・技術の コースは,上 記4コ ース以外 に も

表4-2に 示 したよ うなコースが考え られる。 ここに示 したコースの時間数お

よび日数 は,㈲ 情報サー ビス産 業協会(JISA)で 検討 されている標準 カ リ

キュラムの ものであ る。 なお,SEに 要求 され る知識 ・技術の コースは,図4

-1の よ うな位置づ けになる。っ まり,新 入社員教育のあと2～3年 のプログ

ラマと しての実務経験後にSEに な るため に受講す るコースで ある。 これ らコ

ースを受講 したあ と
,SEタ イプ別の専門知識 ・技術 コースを受講 し実務経験

を積む ことによ って,一 人前の高度情報処理技術者 としてのSEに 成長す る。

なお,中 央情報教育研究所で は,SEタ イプ別の各種の高度情報処理技術者向

けの研修 コースを提供 している。 これ らの コース もモデル ・コースと して利用

す ることがで きる。

アプリケーション テ クニ カ 」 デベロップメント

SESESE

プロダクション

SE

実務能力

㊥
実務能力

璽
実務能力

唖
実務能力

唖
↑1↑ ↑

s・/
ノ"ノ 臥 ハ ノh

⊂ 新 入 社 員 教 育+プ ・ グ ラ マ と して の 実 務 経 験 〕

図4-1SEに 共通す る知識 ・技術 を育成す るための

カ リキ ュラムの位置づけ

4.2学 習 指 導 計 画 と 準 備

特定 の教育 コースを担当するにさい して は,担 当のための様 々な準備をす る
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必要があ る。 その中で も最 も大切 なのが 「学習指導計画」(Lesson'Plan)を 作

成す ることであ る。学習指導計画の様式 にはさまざ まな ものがあ るが,1つ の

例を表4-3に 示 してい る。 これ に基づ いて,学 習指導計画の作 り方を以下で

紹介 してお く。

表4-3学 習指導計画の例

科 目名;コ ースの準備と教材作成上の留意点

上 位

学習目標

下

位

学

習

目

標

教育現場です ぐに役立っカ リキュラム制作技法を習得し,効 果的な教育コースの設計ができるよう

になる。

1.受 講対象者の適切なニーズを把握 し,企 業戦略を反映 した,ふ さわ しい学習目標をさだめるこ

とができるようになる。

2.学 習目標を実現す るために適切な トピックスを選び,そ れにふ さわ しいカ リキュラムを作成で

きるよ うになる。

3,各 種の教育手法や.視 聴覚技法.演 習等を効果的に組み込んだカリキ ュラムを作成できるよう

になる。

4.教 材作成上の留意点を指摘できるよ うになる。

中 項 目 小 項 目 指 導 内 容 指 導 方 法 指導時間

1.コ ー ス準備 の ポ Dプ レゼ ンテ ー シ A.プ レゼ ンテ ー シ ョン ・プ ・発問 と例 示 によ り,プ レゼ ンテ 10分

イン ト ヨン ・プ ログ ラ ログラムの必要性 一 シ ョ ン ・プ ロ グラ ムの 重要 性

ム を認識させる
・ 「話の構成」を事前に決

める事の大切さ

・聞き手の行動変化を促す

には

・聞き手に対応する柔軟な

プログラム

B.プ レゼ ンテ ー シ ョン ・プ ・黒板を使 った解説。

ログラムに必要な四大要 (総括性,完 壁性,融 通性,安 定

件 性)

C.プ レゼ ンテ ー シ ョン ・ ・OHPに よる解説

プログラムの立案手順 環境分析→目標設定→トピックス→

サ升 ピヲクス→ 展開 順 序

ルゼンテーション方法 → 時 間配 分

発表分担一教材準備

2.カ リキ ュ ラム制 A.受 講者の分析 ・OHPに よ る例 示 解 説
。 15分

作の事前準備 ・対 象者
,地 位職 位.部 門 ・カ リキ ュラムの 出発 点,例 話,

特性など 比喩の選択,動 機付け

・一般的考慮事項 ・(関心事,地 位経歴.年 齢性別,

知識レベル,キーマンと影響 力)

B.目 標の 設定 ・一 般的 な解 説。

・的を絞る観点 ・OHPに よ る解 説
。

・学習目標の役割 OHPに よる解説。

・学習目標の事例
(学 習者,イ ン ス トラ クタ ー.研

修部門)

・OHPに よ る例 示解 説 。

C.話 の組 み立 て ・OH'Pに よ る一 般 解 説
。

・基本的な三段構え ・例 示 によ る解 説
。
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中 項 目 小 項 目 指 導 内 容 指 導 方 法 指導時間

3)カ リキ ュラム作 ん学習目標の分解 ・発問 による演習形式で.誘 導 し 10分

成技法 ・上位学 習目標の確認 なが ら作成す る。

(模擬演習) ・下位学習目標の展開

B.ト ピ ッ ク ス,サ ブ トピ ッ (時間の関係で部分的にならざる 30分

クス,詳 細項 目へ の展開 を得 ない。)

・トピックスの 展開 *講 師用の虎の巻準備

・サ ブ トピ ックスの展開 ・フ リ ップ チ ャー トを 利 用 し
,部

・学習順序の決定 分的 にセ ッション方式 とす る。

C.指 導内容,方 法,時 間の 10分

決定

・指導内容の決定

・指導方法の検討 ・OHPに よ る典型 的な指導方式

(議 事,デ ィス カ ッシ ョ の簡単な解説

ン,デ モ ン ス トレ ー シ ョ

ン,問 題解 決)

・指導時間の検討

D.標 準 ドキ ュメン トと レビ ・レビューの意義 の強調 10分

ユ ー ・上 …改 ,B,Cの フ ェイ ズ 毎 の レ ビ

・標準 ドキ ュメン ト ユーを示唆。 合意事項の再 変更

・全体の整合性チ ェ ックと を しない。

レ ビ ュー ・OHPに よ る レ ビ ュ ー ポ イ ン ト

の指摘。

4)指導内容展開の A軽 重順序法 ・OHPに よ る例示解説 。 15分

標準構成パター B.空 間的順序法

ン C.並 列的順序法

D.時 間的順序法

E.演 繹的順序 法

F.帰 納的順序 法

G.因 果的順序 法

2.教材 作成上 の 1)講 習 用資料の A.講 習用 資料の作成 ・OHPに よる解 説。 10分

留意点 作成手順 ・体裁の決 定

・内容構成の検討

・文 章
,図,イ ラ ス ト作 成

・関係者 レビュー と修正

・校閲,校 正

B.視聴覚教材の作成

・メデ ィアの選択

・視 聴覚,イ ラス ト化対象

の決定

・原 稿作成

・関係者 レビューと修正

・校閲,校 正

2)教 材作成 のチ ェ A体 裁 につ いて ・OHPに よる例示解 説。 10分

ックポイ ン ト B、内容構成 について

C.文 章表現 にっいて
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学習指導者計画の作成 にさい して重要にな るのが,学 習 目標の具体化であ る。

学習 目標は,受 講者が,コ ースを修了 した時点に,行 動と してで きるよ うにな

る ことを具体的に記述 した ものであ る。受講者が①何を,② どのよ うな方法

(手 段)で,③ どの程度(ど の範囲),で きるよ うになる,と い った具体的な

行動記述にすべ きであ る。学習 目標の うち,コ ース修了時の行動 を記述 した も

のを,コ ース学習 目標ない しは上位学 習目標 とい う。表4-3で は,上 位学習

目標 を達成す るための支え となる目標 のことを下位学習 目標 とい う。下位学習

目標 は,上 位学習 目標を ブ レー クダウンした もので あ り,上 位学 習 目標よ りも,

もっと詳細で具体的な行動記述であ る。下位学習 目標 は,指 導テーマ単位の学

習 目標で もある。

コース学習 目標(上 位学習 目標)と 下位学習 目標 を洗い出 した ら,つ ぎは,

教育指導項 目(テ ーマ)を 中項 目,小 項目,さ らには指導内容へ と細分化 して

い く。中項 目,小 項 目,指 導 内容 は,テ キス トや単行本でい うと章,節,項 に

相当する。 しか も,こ れ らは教え る順序(指 導順序)で 列挙 して行 く必要があ

る。

中項 目,小 項 目,指 導 内容が整理で きると,次 は,小 項 目単位な い しは指導

内容単位 に指導方法を検討す る。指導方法 は,イ ンス トラクタがや るべ きこと,

受講者にや らせるべ きことの双方 を記述する。イ ンス トラクタがや るべ きこと

と しては,ど のような視聴覚 メデ ィアや教材 ・教具を使用す るとか,ど のよ う

な発問や例示を行 うとか,ど のよ うな点を強調す るとか,な どが ある。受講者

にや らせるべ きことは,次 節で紹介す る学習指導法が中心になる。

指導方法が定 まると,指 導時間を決定することがで きる。指導時 間は小項 目

単位で配分するのが普通であ る。 中項 目単位だ と粗す ぎる し,指 導 内容単位だ

と細かす ぎる。

以上のよ うに して,学 習指導計画がで き上が ると,こ の学 習指導計画に基づ

いて,コ ースを担当すればよい。つ ま り,こ の指導計画に したが って,授 業を

展開 していけばよいのであ る。なお,学 習指導計画が完成する と,こ れを忠実

に反映 しなが ら,運 用 マニ ュアルの作成を行 うことができる。

一方では
,学 習指導計画に基づ いて,自 分が担当す るテーマに関 して念入 り
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な下調べ を行 う必要があ る。担当分野に関 して豊富 な実務経験や知識が ある場

合で も,学 習指導計画に従 って,経 験や知識を体系的に整理 してお くことであ

る。特 に,初 回担 当の場合 には,慎 重に下調べを行い,知 識 の体系化を図 って

お く必要がある。

コース開催が近づ くと,受 講者 に受講案内を送 ると同時 に,受 講前 にあ らか

じめ準備 したり,予 習すべ き事柄が ある場合にはそれを依頼する。また,事 前

に送付 してお くべ きテキス トや教材があれば,受 講者 の手元に届けてお く。

開催間際になると,以 下 に示す ような準備や確認を行 う必要がある。

・受講者 名簿の入手 と受講者のプロフィールの確認 ・年齢
,専 攻学科,実 務経

験分野 と経験年数,趣 味などを確認 してお くと,教 育指導上役立つ

・研修室内環境の確認(ス ク リーンが立て られる天井の高さがあるか
,OHP

を設置 したい場所付近 に コンセ ン トがあ るか,照 明や換気 は大丈夫か ,カ ー

テ ンやブ ライ ン ドはあるか等)

・配布教材や イ ンス トラ クタ教材(OHPフ ォイル)やVTRテ ープなど)の

確認

・視聴覚機器および付帯備品の手配(OHP
,VTR,ス ク リーン,ポ インタ,

OHP用 ペ ン,ス ピーカ,マ イク,延 長 コー ドなど)

・一般事務用品 ・備品の手配(ホ ワイ トボー ド
,イ ーゼルボー ド,マ グネ ッ ト

・ハ ンガ,フ リップチャー ト,修 正 テープ,マ ジックなど)

4.3 学 習 指 導 法

学習指導 法には,実 に様 々な ものがあ る。SEの 教育訓練向きの学習指導法

としては,表4-4に 示 したよ うな4っ の ジャンルの ものがある。つま り,討

議方式(デ ィスカ ッシ ョン法),事 例研究法(ケ ース ・メソ ッ ド),演 習方式,

実習の4ジ ャンルである。実習を除いた3っ の ジャンルでは,種 類の欄 に示 し

ているよ うに,様 々な種類の指導法がある。 これ ら指導法について詳細な説明

をす ることはで きないので,詳 しくは次 に掲 げている文献を参照 して ほ しい。



表4-4代 表的な学習指導 法

l

O
⑩
ー

課 定 義 長 所 欠 点 留 意 点 種 類

受講者が所有 している知識や情 ・討 議の決 定 は,受 講者 にと っ ・時間が長 くな りやす い。 1.メ ンバ ーの共通 の問題,共 通の 関 ① バ ズセ ッシ ョン

討( 報,意 見やア イデ ィア等を 引 き て,押 しつけで な く,自 律的 ・受講者の意識に差が有る場合 心があるテーマを選ぶように心がけ ② 自由討議法
デ 出 し,相 互にや りと りを しなが なものとして受け入れやすい など,必 ず しも期待す る結論 る こ と。 ③課題討議法
イ ら,個 人個人の知識 意見やア ・受 講者の 自主性,自 発性 が高 が得 られ るとは限 らない。 2.適 切な雰囲気(自 由活発で相互に ④指示的討議決

議 ス イディア等を集団の共有の もの まり,他 の参加者 との情報交 ・討 議内容 その ものよ り も,形 尊敬 しあうような)を 作り出すよう ⑤パネル討議法
カ にすると同時にそれらの質を高 換 か ら,視 野 も広 ま る。 式 的に うま くまとめ ることに に配慮す る こと。 ⑥ プ レーンス トーム会議

ツ めるための教授法。 ・受 講者の レベ ルに応 じた討議 受講者の関心が移ることがあ 3.全 員が 自発的 に参画で きるよ うに ⑦問題解決型会議

方 シ が 行われ るので,全 体の 満足 る 。 気をっ け ること。 ⑧対抗討議法
ヨ 感が比較的高い。 4,進 行上 の方向づ けを しっか り して ⑨ カード式思考法
ン ・人 間的な 交流が深 まり,相 互 お く こ と 。 ⑩C.C法

式 法 理 解やチ ーム ワー クが うま く (コ ンセ プ ト ・クラ リ フ
)

進 みやす い。 イケーシ ョン法)

(

ケ 創作 ケースまた は生 ケース(実 ・唯 一無二の 正解の な い問 題を ・時 間 が か か る
。 一 Lケ ースの選択 に十分配 慮す ること ①短縮事例

事1 際に企業内で発生 した問題)を 分析し,解 決する能力を鍛え ・参加者の問題意識や経験に大 2.進 め方 の方向づ けを しっか りす る ②ハ ーバー ド事例

例 ス 中心 に,問 題点を分析 し,最 終 るのに効果的な手法。 きく依存す る。 こ と。 ③ イ ンシデ ン ト事例

研 ・ 的に具体的行動の解決策を求め ・グルー プでやる場合,遊 ぶ人 3.必 ず フ ォ ロ ー ア ッ プす る こ と。 ④ イ ンバスケ ッ ト事例

究 メ る教育手法。 がでて くる。 ⑤経過事例

法 ソ

ツ

⑥行動事例

ド

)

●
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〇
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漂 定 義 長 所 欠 点 留 意 点 種 類

演 現実の問題場面を設定 し,学 習 ・いろい ろな立場を経験 し,現 ・学習者が尻込みすることが多 1.初 め は容 易な ものか ら部分的 にや ① ロー ル ・プ レイ ング

者がそれぞれの役割を与えられ 実的な情緒的体験を通 じて, い 。 らせ るようにす るこ と。 ②教育訓練ゲーム

習 て,そ れにふさわしい行動を模 その場に応 じた適切な行動の 2.馴 れ るに したが って,全 体を応 用 ③ ビジネス ・ゲーム

擬的,即 興的に劇のかたちで演 しかたを効果的に身につける 的 にや らせ る こと。 ④T(ト レーテ ング)グ

方 じて,正 しい態 度や技 術あ るい ことがで き る。 3.ま ず いや り方 は,指 導 者がや って ル ープ

は問題解決能力を身につける技 み せ ること。 ⑤組織開発訓練

式 法 。 4.相 互 に評 価 し合 わせ る こと。 ⑥ シュ ミレ一夕などの道

具を使 った訓練
8

実際 に作業(問 題,課 題,仕 事 ・〈適 用の原 則 〉によ り,技 術 ・時間が かか る。 L時 間的条件を明確にす ること。

実 等)を や らせて,そ れ に必 要 な や技能を完全に体得させるこ ・速度 にバラ ツキがで る。 2.途 中で気分転換や動機づけが必要

知識 技能.技 術等を定着,応 とがで きる。 にな ることがあ る。

用 させ る指導法 。 3相 互に評価させ るとか,次 の課題

習 を与える等の工夫を して,遊 ぶ人が

'

でな いよ うにす る こと。



・ 「研究技法」,鈴 木伸一著,産 業労働調査所,1985年

・ 「パ ワーア ップ教育研修の ノーハ ウ」
,高 橋浩著,総 合労働研究所1987年

表4-4に 示 した学習指導法以外に欠 くことがで きないのが,「 講義法」 と

「実演法」(デ モ ンス トレーシ ョン法)で あ る。

講義法は,主 と してイ ンス トラ クタの情報伝達による指導法であ り,多 人数

の受講者 に,体 系的 ・論理 的に情報や知識 概念などを与 え,受 講者 の納得 と

理解を得 る。 したが って,大 きな集団に対 して,効 率 よく均質的で大量の情報

を効果的に伝える手 っ取 り早 い方法である。反面,言 い放 し,聞 き放 しにな り

やすいので,表4-4で 示 したよ うな学習指導法で補強する必要が あ る。 また,

イ ンス トラクタの教え方によ って,効 果 に差が出やす いとい った欠点 もあ る。

実演法 は,イ ンス トラクタが,手 順,行 動,動 作,技 法や操作等 を,説 明す

るのではな く,実 際にや って示す指導法であ る。最近では,パ ソコンや ワーク

ステー ションなど機器を利用 して実演を行 う度合が多 い。 ただ し,プ ログラム

や流 れ図を例題 に従 って書 いてみ もるの も立派 な実演である。

実演法 は,学 習者を納得 させ るのにす ぐれた指導法であ り,理 論 や原理,概

念の応用,手 順や操作,動 作な どを確認 させるのに一番よい方法で ある。 しか

し,一 度に多人数に教えに くいとい った欠点がある。なお,実 演は手 ぎわよ く

行 う必要が ある。1回 の実演 は20分 以 内に終わ るよ うに配慮すべ きである。そ

のためには,要 点だけを浮かび上が らせ,不 必要な部分 は最大限に除去す るよ

うに工夫す る。

学習指導法をSE教 育 に適用す るよ う当たっては,本 育成指針の各論のテキ

ス トの中の 「指導上のポイ ン ト」で説明 しているような事柄 に配慮す ることが

大切である。詳 しくは,そ れぞれの コースの 「指導上 のポイ ン ト」のテキス ト

を参照 して ほ しい。
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